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はじめに

このドキュメントでは、Solarisフラッシュアーカイブを作成し、Solarisフ
ラッシュアーカイブを使用してOracle Solarisオペレーティングシステム (OS)を複数
のシステムにインストールするための計画と手順について説明します。

このドキュメントには、システムハードウェアや周辺装置を設定する方法は記載さ
れていません。このドキュメントは、UFSファイルシステムのインストールにのみ
使用できます。Solarisフラッシュアーカイブは Solaris ZFSのインストールには使用で
きません。

注 –このOracle Solarisのリリースでは、SPARCおよび x86系列のプロセッサアーキテ
クチャーを使用するシステムをサポートしています。サポートされるシステム
は、Oracle Solaris OS: Hardware Compatibility Listsに記載されています。本書では、プ
ラットフォームにより実装が異なる場合は、それを特記します。

本書の x86に関連する用語については、次を参照してください。

■ x86は、64ビットおよび 32ビットの x86互換製品系列を指します。
■ x64は特に 64ビット x86互換CPUを指します。
■ 「32ビット x86」は、x86ベースのシステムに関する 32ビット特有の情報を指し
ます。

サポートされるシステムについては、Oracle Solaris OS: Hardware Compatibility Listsを
参照してください。

対象読者
このドキュメントは、Oracle Solaris OSのインストールを担当するシステム管理者を
対象としています。このドキュメントには、ネットワーク環境で複数の Solarisマシ
ンを管理するエンタープライズシステム管理者向けの上級 Solarisインストール情報
が含まれています。

13

http://www.oracle.com/webfolder/technetwork/hcl/index.html


関連情報
表 P–1に、システム管理者向けのマニュアルの一覧を示します。

表 P–1 Solarisをインストールするシステム管理者向けのマニュアル

説明 情報

システム要件または計画の概要に関する情報が必要ですか。あ
るいは、Solaris ZFSのインストール、GRUBベースの
ブート、Solarisゾーン区分技術、またはRAID-1ボリュームの作
成に関する概要が必要ですか。

『Oracle Solaris 10 8/11インストールガイド (インス
トールとアップグレードの計画)』

DVDまたはCDメディアから 1つのシステムをインストールす
る必要がありますか。Solarisインストールプログラムは、手順
を追ってインストールを案内します。

『Oracle Solaris 10 8/11インストールガイド (基本編)』

停止時間をほとんど設けないで、システムをアップグレードし
たり、パッチを適用したりする必要がありますか。Solaris Live
Upgradeを使うことにより、アップグレード時のシステム停止
時間を短縮します。

『Oracle Solaris 10 8/11インストールガイド (Solaris
Live Upgradeとアップグレードの計画)』

ネットワークやインターネットを介してセキュリティー保護さ
れたインストールを行う必要がありますか。WANブートを使
用して、リモートクライアントをインストールします。あるい
は、ネットワークインストールイメージからネットワークを介
してインストールする必要がありますか。Solarisインストール
プログラムは、手順を追ってインストールを案内します。

『Oracle Solaris 10 8/11インストールガイド (ネット
ワークインストール)』

複数のマシンに Solarisをインストールする必要があります
か。JumpStartを使用してインストールを自動化します。

『Oracle Solaris 10 8/11インストールガイド (カスタム
JumpStart/上級編)』

システムのバックアップが必要ですか。 『Solarisのシステム管理 (デバイスとファイルシステ
ム)』の第 22章「UFSファイルシステムのバック
アップと復元 (概要)」

トラブルシューティングに関する情報、既知の問題の一覧、ま
たはこのリリース用のパッチの一覧が必要ですか。

『Oracle Solaris Release Notes』

使用しているシステムが Solaris上で動作することを確認する必
要がありますか。

SPARC:『Solaris Sunハードウェアマニュアル』

このリリースで追加されたパッケージ、削除された
パッケージ、または変更されたパッケージを確認する必要があ
りますか。

『Oracle Solaris Package List』

使用しているシステムやデバイスが Solaris SPARCベースのシス
テム、x86ベースのシステム、およびその他のサード
パーティーベンダーで動作するかどうかを確認する必要があり
ますか。

Solaris Hardware Compatibility List for x86 Platforms

はじめに
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表 P–1 Solarisをインストールするシステム管理者向けのマニュアル (続き)
説明 情報

ZFSルートプールのインストールに関する詳細が必要ですか。 『Oracle Solaris 10 8/11インストールガイド (インス
トールとアップグレードの計画)』の第 6章「ZFS
ルートファイルシステムのインストール (計画)」

Oracleサポートへのアクセス
Oracleのお客様は、My Oracle Supportを通じて電子的なサポートを利用することがで
きます。詳細は、http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=infoを参照
してください。聴覚に障害をお持ちの場合は、http://www.oracle.com/pls/topic/

lookup?ctx=acc&id=trsを参照してください。

表記上の規則
このマニュアルでは、次のような字体や記号を特別な意味を持つものとして使用し
ます。

表P–2 表記上の規則

字体または記号 意味 例

AaBbCc123 コマンド名、ファイル名、ディレク
トリ名、画面上のコンピュータ出
力、コード例を示します。

.loginファイルを編集します。

ls -aを使用してすべてのファイルを
表示します。

system%

AaBbCc123 ユーザーが入力する文字を、画面上
のコンピュータ出力と区別して示し
ます。

system% su

password:

AaBbCc123 変数を示します。実際に使用する特
定の名前または値で置き換えます。

ファイルを削除するには、rm filename
と入力します。

『』 参照する書名を示します。 『コードマネージャ・ユーザーズガイ
ド』を参照してください。

「」 参照する章、節、ボタンやメ
ニュー名、強調する単語を示しま
す。

第 5章「衝突の回避」を参照してくだ
さい。

この操作ができるの
は、「スーパーユーザー」だけです。

はじめに
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表 P–2 表記上の規則 (続き)
字体または記号 意味 例

\ 枠で囲まれたコード例で、テキスト
がページ行幅を超える場合に、継続
を示します。

sun% grep ‘^#define \

XV_VERSION_STRING’

Oracle Solaris OSに含まれるシェルで使用する、UNIXのデフォルトのシステムプロン
プトとスーパーユーザープロンプトを次に示します。コマンド例に示されるデ
フォルトのシステムプロンプトは、Oracle Solarisのリリースによって異なります。

■ Cシェル

machine_name% command y|n [filename]
■ Cシェルのスーパーユーザー

machine_name# command y|n [filename]
■ Bashシェル、Kornシェル、および Bourneシェル

$ command y|n [filename]
■ Bashシェル、Kornシェル、および Bourneシェルのスーパーユーザー

# command y|n [filename]

[ ]は省略可能な項目を示します。上記の例は、filenameは省略してもよいことを示し
ています。

|は区切り文字 (セパレータ)です。この文字で分割されている引数のうち 1つだけを
指定します。

キーボードのキー名は英文で、頭文字を大文字で示します (例: Shiftキーを押しま
す)。ただし、キーボードによっては Enterキーが Returnキーの動作をします。

ダッシュ (-)は 2つのキーを同時に押すことを示します。たとえば、Ctrl-Dは
Controlキーを押したまま Dキーを押すことを意味します。

はじめに
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Solarisフラッシュ (概要)

このドキュメントでは、Solarisフラッシュアーカイブを作成し、Solarisフ
ラッシュアーカイブを使用してOracle Solaris OSを複数のシステムにインストールす
る手順について説明します。

Solarisフラッシュアーカイブの作成時またはインストール時の制限について
は、表 2–1を参照してください。

注 – Solarisのすべてのインストール方法の概要が必要な場合は、『Oracle Solaris 10 8/
11インストールガイド (インストールとアップグレードの計画)』の「Solarisインス
トール方法の選択」を参照してください。

Solarisフラッシュの概要
Solarisフラッシュインストール機能を利用すると、マスターシステムと呼ばれるシ
ステム上のOracle Solaris OSを、単一の参照用インストールイメージとして使用でき
ます。そのインストールをクローンシステムと呼ばれる多数のシステムに複製でき
ます。システムの全ファイルを上書きする Solarisフラッシュ初期インストール、ま
たは 2つのシステムイメージの差分のみを含む更新用 Solarisフラッシュアーカイブ
でクローンシステムを複製できます。差分更新では、指定されたファイルだけが変
更されます。また、更新の対象は、以前のマスターイメージとの一貫性を保持する
ソフトウェアを含むシステムだけになります。

Oracle Solaris 10 08/11リリースの新機能
Oracle Solaris 10 08/11以降のリリースでは、ZFSファイルシステムに次のインス
トール拡張機能が追加されました。
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■ Oracle Solaris Live Upgradeの luupgradeコマンドを使用して、ZFSルートのフ
ラッシュアーカイブを、ZFSをルートとする代替ブート環境にインストールでき
ます。

■ 対話式テキストモードインストール方式を使用して、ZFSフラッシュアーカイブ
でシステムをインストールできます。

■ Oracle Solaris Live Upgradeの lucreateコマンドの -Dオプションを使用して、UFS
ルートシステムを ZFSルートシステムに移行するときに /var用のデータセットを
個別に作成できます。

手順と制限事項の詳細は、『Oracle Solaris ZFS管理ガイド』の第 5章「Oracle Solaris
ZFSルートファイルシステムのインストールとブート」を参照してください。

以前のリリースでの ZFSフラッシュアーカイブとは異なり、ZFSルートマスターシス
テム上に作成されたフラッシュアーカイブには、既存のブート環境がすべて含まれ
るわけではありません。代わりに、そのアーカイブにはアクティブな ZFSブート環
境のみが含まれます。そのアーカイブには、lucreateコマンドの -Dオプションを
使って明示的に除外されるデータセットと、最上位のプールのデータセット内にあ
るユーザーデータは含まれません。スワップおよびダンプボリュームはそのアーカ
イブに含まれませんが、フラッシュアーカイブのインストール時に作成されます。

ZFSフラッシュアーカイブの作成とインストールの詳細は、『Oracle Solaris ZFS管理
ガイド』の第 5章「Oracle Solaris ZFSルートファイルシステムのインストールと
ブート」を参照してください。

Oracle Solaris 10 9/10リリースの新機能

Oracle Solaris自動登録
Oracle Solaris自動登録は、Oracle Solaris 10 9/10リリースの新機能です。システムをイ
ンストールまたはアップグレードすると、システムの構成データは、既存のサービ
スタグ技術によってリブート時に自動的にオラクル製品登録システムに伝達されま
す。システムに関するこのサービスタグデータは、オラクルの顧客向けサポートと
サービスの向上などに役立てられます。サービスタグについては、http://

www.oracle.com/

technetwork/server-storage/solaris/oracle-service-tag-faq-418684.htmlで知るこ
とができます。

同じ構成データを使用して、システムの目録を独自に作成し、管理することができ
ます。下の登録オプションのいずれかを使ってサポート資格情報に登録すること
で、システムおよびシステムにインストールされているソフトウェア製品のサービ
スタグを記録および追跡して、システムの目録を簡単に作成できます。登録されて
いる製品を追跡する手順については、http://wikis.sun.com/display/SunInventory/

Sun+Inventoryを参照してください。
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匿名で構成データをオラクル製品登録システムに送信することもできます。匿名で
の登録では、オラクルに送信される構成データは顧客の名前とリンクされませ
ん。自動登録は、無効にすることもできます。

自動登録の概要については、『Oracle Solaris 10 8/11インストールガイド (インス
トールとアップグレードの計画)』の「Oracle Solaris自動登録」を参照してくださ
い。

自動登録は Solarisフラッシュアーカイブに影響を与えますか。

Oracle Solaris 10 9/10リリースより前のリリースでインストールされたマスターシステ
ムに基づいて Solarisフラッシュアーカイブを作成する場合、そのアーカイブに自動
登録は含まれません。自動登録は、そのアーカイブの操作に影響を与えません。

Oracle Solaris 10 9/10リリース以降でインストールされたマスターシステムに基づいて
Solarisフラッシュアーカイブを作成する場合、マスターシステムで特に無効にされ
ていない限り、そのアーカイブには自動登録が含まれます。詳細については、次の
セクションを参照してください。

自動登録は Solarisフラッシュアーカイブにどのような影響を与えます
か。

Oracle Solaris 10 9/10リリース以降に基づくどのアーカイブでも、マスターシステムで
特に無効にされていない限り、自動登録はデフォルトで有効になります。Solarisフ
ラッシュアーカイブをインストールする場合、または差分のフラッシュアーカイブ
でクローンシステムをアップグレードする場合、インストールまたはアップグ
レードされたそのシステムに関する構成データは、既存のサービスタグ技術に
よってリブート時に自動的にオラクル製品登録システムに伝達されます。

自動登録では、インストールまたはアップグレードの実行前または実行時に指定す
るサポート資格情報とプロキシ情報を使用します。この資格情報とプロキシ情報を
指定する方法は、次の表に示すように、使用するインストール方法によって異なり
ます。

表 1–1 自動登録の影響

インストール方法 自動登録の影響

対話式インストール Solarisフラッシュアーカイブのインストール時に、サポート資格
情報と、必要に応じてプロキシ情報を指定するように求める
メッセージがインストーラの画面に表示されます。システム
は、インストール後のリブート時に登録されます。サポート資格
情報を指定しない場合は、匿名の登録がリブートード時に行われ
ます。

Solarisフラッシュの概要
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表 1–1 自動登録の影響 (続き)
インストール方法 自動登録の影響

Solaris JumpStart サポート資格情報とプロキシ情報は、アーカイブをインストール
する前、または差分フラッシュアーカイブでアップグレードする
前に、sysidcfgファイルで auto_regキーワードを使用して指定
できます。このキーワードを使用しない場合は、アーカイブのイ
ンストール時またはアップグレード時に、この情報を指定するよ
うに求められます。システムは、インストール後またはアップグ
レード後のリブート時に登録されます。この情報を指定しない場
合は、匿名の登録がリブートード時に行われます。

Live Upgrade Solarisフラッシュアーカイブでは、サポート資格情報とプロキシ
情報を含め、マスターシステムで指定したものと同じ自動登録設
定を使用します。マスターシステムで自動登録が無効にされてい
ない限り、アーカイブシステムはアップグレード後のリブート時
に自動的に登録されます。

ネットワークインストール
(WANブートインストールを
含む)

サポート資格情報とプロキシ情報は、Solarisフラッシュアーカイ
ブのネットワークインストールの前に、sysidcfgファイルで
auto_regキーワードを使用して指定できます。このキーワードを
使用しない場合は、ネットワークインストールの実行時に、この
情報を指定するように求められます。アーカイブは、インス
トール後にシステムをリブートするときに登録されます。この情
報を指定しない場合は、匿名の登録がリブートード時に行われま
す。

自動登録を無効にする方法に関する手順を含む詳細については、『Oracle Solaris 10 8/
11インストールガイド (インストールとアップグレードの計画)』の「Oracle Solaris自
動登録」を参照してください。

障害回復イメージ
Oracle Solaris 10 9/10リリース以降では、このドキュメントに、システムを「工場出
荷時」の状態に復元するために使用できるフラッシュアーカイブの回復イメージを
作成する方法に関する手順が記載されるようになりました。第 5章「障害回復イ
メージの作成と使用」を参照してください。この章では、障害の発生したディスク
ドライブから回復させるためにターゲットシステムにロードできるフ
ラッシュアーカイブイメージを作成する最も簡単な手順について説明します。

Solaris 10 10/09リリースの新機能
Solaris 10 10/09以降のリリースでは、JumpStartプロファイルを設定して、ZFSルート
プールのフラッシュアーカイブを特定できます。

フラッシュアーカイブは、UFSルートファイルシステムまたは ZFSルートファイル
システムを実行しているシステムで作成できます。ZFSルートプールのフ
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ラッシュアーカイブには、スワップボリュームとダンプボリュームおよび任意の除
外されたデータセットを除く、プール階層全体が含まれます。スワップボリューム
とダンプボリュームは、フラッシュアーカイブのインストール時に作成されます。

フラッシュアーカイブによるインストール方法は次のとおりです。

■ ZFSルートファイルシステムによるシステムのインストールとブートに使用でき
るフラッシュアーカイブを生成します。

■ ZFSフラッシュアーカイブを使用して、システムの JumpStartインストールを実行
します。

注 – ZFSフラッシュアーカイブを作成すると、個別のブート環境ではな
く、ルートプール全体がバックアップされます。flarcreateコマンドと flarコマ
ンドの - Dオプションを使用すると、プール内の個別のデータセットを除外でき
ます。

詳細と制限事項については、『Oracle Solaris ZFS管理ガイド』の「ZFSルートファイ
ルシステムのインストール (Oracle Solarisフラッシュアーカイブインストール)」を参
照してください。

初期インストールでクローンシステムにインス
トールする
初期インストールでは、 Solarisインストールプログラム、カスタム
JumpStart、Solaris Live Upgrade、またはWANブートのいずれかを使用して、Solaris
フラッシュアーカイブをマスターシステムにインストールできます。すべての
ファイルが上書きされます。Solarisフラッシュのインストール処理は、5つの手順に
分けられます。

1. マスターシステムをインストールします。システムを 1台選択し、Solarisの任意
のインストール方法でOracle Solaris OSおよびその他のソフトウェアをインス
トールします。

2. (省略可能)カスタムスクリプトを準備して、インストールの前または後にク
ローンシステムの再構成またはカスタマイズを実行します。

3. Solarisフラッシュアーカイブを作成します。Solarisフラッシュアーカイブに
は、除外した不要なファイルを除く、マスターシステム上のすべてのファイルの
コピーが含まれます。

4. Solarisフラッシュアーカイブをクローンシステムへインストールします。マス
ターシステムとクローンシステムとで、カーネルアーキテクチャーを同じにする
必要があります。詳細は、29ページの「Sun4Vマシンでの Sun4Uフ
ラッシュアーカイブのインストール」を参照してください。
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システムに Solarisフラッシュアーカイブをインストールすると、アーカイブのす
べてのファイルがそのシステムにコピーされます。新しくインストールされたシ
ステムのインストール構成は、オリジナルのマスターシステムと同じになります
(このため、クローンシステムと呼ばれます)。次のようなカスタマイズも可能で
す。

■ スクリプトを使用してカスタマイズできます。

■ カスタム JumpStartインストール方法を使用して、Solarisフラッシュアーカイ
ブとともに追加パッケージをインストールできます。インストールするソフト
ウェアグループ以外のパッケージか、第三者のパッケージでなければなりませ
ん。

5. (省略可能)マスターイメージのコピーを保存します。差分アーカイブを作成する
場合、マスターイメージが利用可能であり、クローンシステムにインストールさ
れたイメージと同一でなければなりません。

手順については、45ページの「マスターシステムへのインストール」を参照してく
ださい。

図 1–1に、初期インストールでのクローンシステムのインストール方法を示しま
す。すべてのファイルが上書きされます。
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Solarisフラッシュ差分アーカイブを使用してク
ローンシステムを更新する
既存のクローンシステムを更新する場合、更新前のマスターイメージと更新後のマ
スターイメージとの差異のみを含む差分アーカイブを作成することができます。差
分アーカイブを使用してクローンシステムを更新する場合、差分アーカイブ内の
ファイルだけが変更されます。カスタム JumpStartインストールまたは Solaris Live
Upgradeにおいてのみ、Solarisフラッシュ差分アーカイブのインストールを選択でき
ます。更新では、次の 5つのプロセスを実行します。

1. マスターシステムで変更の準備を行います。変更を加える前に、マスターシステ
ムで元のアーカイブの複製を作成する必要があります。

図 1–1 Solarisフラッシュの初期インストール
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注 –マスターシステムで元のアーカイブの複製を作成していない場合、2つのシス
テムイメージの相違部分により、大規模な差分アーカイブが生成されることがあ
ります。このため、差分アーカイブのインストールにかなりの時間がかかりま
す。この場合、フルアーカイブを使用して初期インストールを実行してくださ
い。

2. (省略可能)カスタムスクリプトを準備して、インストールの前または後にク
ローンシステムの再構成またはカスタマイズを実行します。

3. 保存済みの更新前マスターイメージのコピーが存在するディレクトリをマウント
します。この 2番目のイメージは、2つのシステムイメージの比較に使用しま
す。次の方法で、イメージにアクセスします。
■ Solaris Live Upgradeブート環境からマウントする
■ NFS経由でクローンシステムからマウントする
■ ufsrestoreコマンドを使用して、バックアップから復元する

4. flarcreateコマンドで -Aオプションを指定して、差分アーカイブを作成します。

5. カスタム JumpStartを使用して、クローンシステムに差分アーカイブをインス
トールします。あるいは、Solaris Live Upgradeを使用して、非アクティブブート
環境に差分アーカイブをインストールします。

図 1–2に、差分アーカイブの作成およびインストール手順を示します。更新によ
り、マスターイメージにいくらかの変更が加えられます。変更には、いくつかの
ファイルの追加、再構成、または削除のような単純なものもあれば、パッチの適用
のような複雑なものもあります。更新されたマスターイメージは、更新前のマス
ターイメージと比較されます。2つのイメージの相違部分が、差分アーカイブになり
ます。このアーカイブは、更新前のマスターイメージを現在使用している他のク
ローンシステムの更新にも使用できます。クローンシステムがすでに変更してある
か、更新前のマスターイメージを稼動していない場合、更新は失敗します。ク
ローンシステムに多数の変更を加える場合には、いつでも初期インストールを実行
できます。
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図 1–2 Solarisフラッシュによる更新
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Solarisフラッシュ (計画)

この章では、使用している環境における Solarisフラッシュインストールの計画に必
要な情報を記載します。

Solarisフラッシュインストールの計画
Solarisフラッシュアーカイブの作成とインストールを行う前に、システムにOracle
Solaris OSをどのようにインストールするかについていくつか決定する必要がありま
す。最初にシステムをインストールする場合、全体アーカイブをインストールしま
す。これが初期インストールとなります。アーカイブを使用してインストールを実
行した後で、差分アーカイブを使用してシステムを更新できます。差分アーカイブ
では、2つのアーカイブの相違部分のみがインストールされます。

注 – Solaris 10 10/09以降のリリースでは、JumpStartプロファイルを設定して、ZFS
ルートプールのフラッシュアーカイブを特定できます。20ページの「Solaris 10 10/09
リリースの新機能」を参照してください。

Solarisフラッシュアーカイブの作成とインストールを行う前に、次の制限を確認し
てください。

2第 2 章
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表 2–1 Solarisフラッシュアーカイブの作成時およびインストール時の制限

制約 機能説明

Solarisフラッシュアーカイブを使用してOracle
Solaris OSをインストールするときには、アーカ
イブとインストールメディアに含まれるオペ
レーティングシステムのバージョンが一致して
いる必要があります。

たとえば、アーカイブに含まれるオペ
レーティングシステムが Solaris 10で、DVDメ
ディアを使用する場合には、Solaris 10 DVDメ
ディアを使用してそのアーカイブをインス
トールする必要があります。オペレーティング
システムのバージョンが一致しない場合に
は、ターゲットシステムへのインストールは失
敗します。

非大域ゾーンがインストールされている
と、Solarisフラッシュアーカイブは正常に作成
されません。

Solarisフラッシュ機能には Solarisゾーン区分技
術との互換性はありません。Solarisフ
ラッシュアーカイブを作成する場合、その
アーカイブの配備条件が次のいずれかの場合
は、作成されたアーカイブは正しくインス
トールされません。
■ アーカイブが非大域ゾーンに作成された場
合

■ アーカイブが、非大域ゾーンがインス
トールされている大域ゾーンに作成された
場合

Solaris 10 10/08リリース以降では、Solaris 10
10/08リリースより前のリリースの Solarisフ
ラッシュアーカイブをインストールしようとす
ると失敗します。

以前のリリースの Solarisフラッシュアーカイブ
をインストールする必要がある場合は、そのリ
リースからブートし、アーカイブをインス
トールしてください。

マスターシステムへの初期インストールの設計
Solarisフラッシュインストールの最初の作業は、各クローンシステムで行いたい構
成と同じ構成でマスターシステムにインストールすることです。アーカイブは、任
意の Solarisのインストール方法でマスターシステムにインストールできます。イン
ストールは、Oracle Solaris OSのサブセットであっても完全なインストールであって
もかまいません。このインストールの完了後、ソフトウェアの追加または削除、構
成ファイルの変更を行います。マスターシステムのインストールには、次のような
制限事項があります。

■ マスターシステムとクローンシステムとで、カーネルアーキテクチャーを同じに
する必要があります。たとえば、Sun4Uアーキテクチャーのあるマスターシステ
ムから作成されたアーカイブを使用できるのは、Sun4Uアーキテクチャーでク
ローンをインストールする場合だけです。サンプルの手順については、29
ページの「Sun4Vマシンでの Sun4Uフラッシュアーカイブのインストール」を参
照してください。
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■ 各クローンシステムと全く同じ構成で、マスターシステムをインストールする必
要があります。マスターシステムへのインストールの設計は、次の要素で決まり
ます。

■ クローンシステムにインストールするソフトウェア
■ マスターシステムとクローンシステムに接続されている周辺装置
■ マスターシステムとクローンシステムのアーキテクチャー

注 –インストール済みのクローンシステムを新しい構成で更新する場合は、35
ページの「更新用 Solarisフラッシュ差分アーカイブの作成を計画する」を参照して
ください。

▼ Sun4Vマシンでの Sun4Uフラッシュアーカイブのインストール
この手順には、次の制限があることに注意してください。

■ これらの手順は単純なインストールにのみ使用でき、次のようなインストールに
は使用できません。

■ ゾーンを使用するインストール
■ 接続ストレージを使用するインストール
■ ファイバ接続または使用中の SANを使用するインストール

■ これらの手順は、主インタフェースからのインストールにのみ使用できます。CR
6772769を参照してください。

■ これらの手順は、ボリューム管理 (カプセル化)されたルートでは使用できない場
合があります。

■ これらの手順は、UFSルートにのみ使用できます。ZFSルートシステムの Solaris
フラッシュインストールでは、別のインストールメカニズムが使用されます。

Sun4Uマシンに Solarisフラッシュアーカイブを作成し、Sun4Vにアーカイブをインス
トールできるようにします。次の 2つのオプションのいずれかを使用して、Sun4Vを
アーカイブのサポート対象アーキテクチャーとして追加します。

注 – Entire Plus OEM Software Groupによりインストールされた Sun4Uマシンを起動
し、パッケージが使用中でなくても、イメージ内にすべてのドライバーパッケージ
が存在するようにする必要があります。この要件についての詳細は、32ページ
の「SPARC:マスターシステムに存在しない周辺装置のサポート」を参照してくださ
い。

フラッシュアーカイブをさまざまな種類のシステムにインストールするには、「全
体ディストリビューションとOEMサポート」ディストリビューションをマスターシ
ステムにインストールする必要があります。

始める前に

1
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■ /var/sadm/system/admin/.platform ファイルに次の情報を追加します。次
に、Solarisフラッシュアーカイブを作成します。
PLATFORM_GROUP=sun4v

注 –次のコマンドを使用して、Sun4Vプラットフォームグループがサポートされ
ているかどうかを確認できます。

# flar -i <path_to_hybrid>.flar | grep content_architectures

このコマンドは、次のような結果を表示します。

content_architectures=sun4u,sun4v

■ -Uオプションを使用して Sun4Vをアーカイブのサポート対象アーキテクチャーと
して追加し、Solarisフラッシュアーカイブを作成します。次の例を参照してくだ
さい。
# flarcreate -n S10U5hybrid -U "content_architectures=sun4u,sun4v" \

-c -x /data /data/S10U5hybrid.flar

上のサンプルコマンドの -cオプションを使用すると、アーカイブの場所を示す
/dataが作成されます。この -cオプションの値は、ファイル設定を反映するよう
に指定する必要があります。

注 –前の手順で示した flarコマンドを再度使用すると、Sun4Vプラットフォーム
グループがサポートされているかどうかを確認できます。

Solarisフラッシュアーカイブを Sun4Vマシンにインストールします。Solaris JumpStart
とネットイメージを使用して、Solarisフラッシュアーカイブを配置できます。

注 –ここでは、Sun4Vマシンをブートできません。この段階で、マシンにパッチを適
用しないでください。JumpStartの使用後にマシンが再起動できるようになった場
合、次のようなメッセージが表示されることがあります。

Boot device: /pci@780/pci@0/pci@9/scsi@0/disk@0,0:a File and args:

Boot load failed.

The file just loaded does not appear to be executable.

ネットワークイメージまたはDVDイメージのいずれかを使用して、Sun4Vマシンを
アップグレードします。
たとえば、Solaris 10 Update 6 JumpStartイメージを使用することができます。その
後、アップグレードオプションを選択して、ネットワークイメージから Sun4Vイ
メージをブートできます。

この例では、アップグレードは次のような問題を伴って完了します。

2

3
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■ パッケージの .uバージョンおよび .vバージョンの両方が使用できる場合、どち
らのバージョンもインストールされます。CR 6846077を参照してください。

■ /var/sadm/system/admin/.platformファイルに正しい情報が含まれません。CR
6523030を参照してください。

■ サードパーティーの .vパッケージが Solarisイメージに含まれません。そのた
め、サードパーティーのパッケージはアップグレードされない場合があります。

Sun4Vマシンをブートします。ここで、必要に応じてマシンにパッチを適用できま
す。

マスターシステムのカスタマイズ
Solarisの任意のインストール方法でマスターシステムにOracle Solaris OSをインス
トールしたあとで、必要に応じてソフトウェアの追加や削除、およびシステム構成
情報の変更ができます。マスターシステムのソフトウェアのカスタマイズに関して
は、次のことができます。

■ ソフトウェアを削除する。クローンシステムにインストールする必要がないソフ
トウェアを削除することができます。マスターシステムにインストールされてい
るソフトウェアのリストを表示するには、Solaris Product Registryを使用しま
す。手順の詳細は、『Solarisのシステム管理 (基本編)』を参照してください。

■ ソフトウェアを追加する。Solarisリリースに含まれるソフトウェアをインス
トールできます。また、Oracle Solaris OSの一部として提供されていないソフト
ウェアを追加することも可能です。マスターシステムにインストールされたすべ
てのソフトウェアは Solarisフラッシュアーカイブに含まれ、クローンシステムに
インストールされます。

■ 構成ファイルを変更します。マスターシステム上の構成ファイルを変更できま
す。たとえば、/etc/inet/inetd.confファイルを変更することにより、システム
が実行するデーモンを制限できます。加えられた変更はすべて Solarisフ
ラッシュアーカイブの一部として保存され、クローンシステムにインストールさ
れます。

■ アーカイブの作成時に、さらにカスタマイズを行うことができます。たとえ
ば、アーカイブに含める必要のない大規模なデータファイルを除外できます。概
要については、36ページの「アーカイブのファイルとディレクトリのカスタマ
イズ」を参照してください。

SPARCおよび x86システム用のアーカイブの作成
Solarisフラッシュアーカイブを使用して SPARCシステムと x86システムの両方に
Solarisソフトウェアをインストールする場合は、それぞれのプラットフォーム用の
Solarisフラッシュアーカイブを個別に作成する必要があります。SPARCシステムに
インストールするには、SPARCマスターシステムから作成された Solarisフ
ラッシュアーカイブを使用します。 x86システムにインストールするには、x86マス
ターシステムから作成された Solarisフラッシュアーカイブを使用します。

4
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SPARC:マスターシステムに存在しない周辺装置のサポート
マスターシステムにインストールするドライバは、次のような条件に応じて選択し
ます。

■ マスターシステムとクローンシステムの両方に取り付けられた周辺装置のタイ
プ。

■ インストールするソフトウェアグループのタイプ。

「全体ディストリビューションとOEMサポート」ソフトウェアグループをインス
トールすると、システムに取り付けられているハードウェアにかかわらず、すべて
のドライバがインストールされます。その他のソフトウェアグループをインス
トールすると、提供されるサポートは限定されます。別のソフトウェアグループを
インストールする場合で、クローンシステムがマスターシステムとは異なる周辺装
置を保持しているときは、アーカイブを作成する前に、マスターシステムに適切な
ドライバをインストールする必要があります。

注 –フラッシュアーカイブをさまざまな種類のシステムにインストールするに
は、「全体ディストリビューションとOEMサポート」ディストリビューションをマ
スターシステムにインストールする必要があります。

周辺装置に必要なサポートを入手する方法

クローンシステムがマスターシステムとは異なる周辺装置を保持している場合、そ
のサポートをインストールするには、「全体ディストリビューションとOEMサ
ポート」ソフトウェアグループをインストールするか、パッケージを選択してイン
ストールします。
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インストールの種
類 説明

「全体ディス
トリ
ビューション
とOEMサ
ポート」ソフ
トウェアグ
ループをイン
ストールする

「全体ディストリビューションとOEMサポート」ソフトウェアグループは、利
用できる最大のソフトウェアグループです。このグループには、Oracle Solaris OS
のすべてのパッケージが含まれています。「全体ディストリビューションと
OEMサポート」ソフトウェアグループをインストールすると、システムに取り
付けられているハードウェアにかかわらず、すべてのドライバがインストールさ
れます。「全体ディストリビューションとOEMサポート」ソフトウェアグ
ループで作成される Solarisフラッシュアーカイブは、インストールしたOracle
Solaris OSのリリースがサポートする周辺装置を持つクローンシステムで機能し
ます。

注 –フラッシュアーカイブをさまざまな種類のシステムにインストールするに
は、「全体ディストリビューションとOEMサポート」ディストリビューション
をマスターシステムにインストールする必要があります。

「全体ディストリビューションとOEMサポート」ソフトウェアグループをマス
ターシステムにインストールすると、ほかの周辺装置構成との互換性を保つこと
ができます。ただし、「全体ディストリビューションとOEMサポート」ソフト
ウェアグループには、2.9Gバイト以上のディスク容量が必要です。クローンシス
テムの中には、「全体ディストリビューションとOEMサポート」ソフトウェア
グループのインストールに必要な容量を確保できないものもあるでしょう。

その他のソフ
トウェアグ
ループをイン
ストールする

次のソフトウェアグループをマスターシステムにインストールすると、周辺装置
のサポートは限定されます。マスターシステムがサポートするのは、インス
トール時にマスターシステムに接続されていた周辺装置だけです。
■ 限定ネットワークソフトウェアグループ
■ コアシステムサポート
■ エンドユーザーシステムサポート
■ 開発者システムサポート
■ 全体ディストリビューション

これらのソフトウェアグループをインストールした場合、クローンシステムで
は、必要なドライバが不足することがあります。たとえば、GX CG6フレーム
バッファーを持つマスターシステムに「全体ディストリビューション」ソフト
ウェアグループをインストールした場合、GX CG6フレームバッファードライバ
だけがインストールされます。インストールするクローンシステムすべてがGX
CG6フレームバッファーを保持するか、フレームバッファーを一切保持しない場
合は問題ありません。

パッケージを
選択してイン
ストールする

マスターシステムにインストールする際に、マスターシステムとクローンシステ
ムに必要なパッケージを追加インストールできます。特定のパッケージを選択す
ることにより、マスターシステムまたはクローンシステムに存在することが明ら
かな周辺装置のサポートだけをインストールすることができます。
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Solarisフラッシュアーカイブの作成の計画
マスターシステムから初期インストール用アーカイブを作成できます。また、ク
ローンシステムに別のアーカイブがすでにインストールされている場合は、2つのシ
ステムイメージから差分アーカイブを作成できます。差分アーカイブでは、2つのイ
メージの相違部分のみがインストールされます。

初期インストール用 Solarisフラッシュアーカイブの作成を計画
する
マスターシステムのインストール後、Solarisフラッシュインストールプロセスの次
の作業として、Solarisフラッシュアーカイブを作成します。マスターシステム上の
ファイルは、さまざまな識別情報と共に Solarisフラッシュアーカイブにコピーされ
ます。Solarisフラッシュアーカイブは、マルチユーザーモードまたはシングル
ユーザーモードでマスターシステムが稼働している間に作成できます。Solarisフ
ラッシュアーカイブは、次のメディアのうちの 1つからブートした後でも作成でき
ます。

■ Oracle Solaris Operating System DVD
■ Solaris SOFTWARE - 1 CD
■ Solaris SOFTWARE CDと Solaris LANGUAGES CDのイメージ

注 – Oracle Solaris 10 9/10リリース以降では、DVDのみ入手できます。Solaris
SOFTWARE CDは入手できなくなりました。

注意 –非大域ゾーンがインストールされていると、Solarisフラッシュアーカイブは正
常に作成されません。Solarisフラッシュ機能には Solarisゾーン区分技術との互換性
はありません。Solarisフラッシュアーカイブを作成する場合、そのアーカイブの配
備条件が次のいずれかの場合は、作成されたアーカイブは正しくインストールされ
ません。

■ アーカイブが非大域ゾーンに作成された場合
■ アーカイブが、非大域ゾーンがインストールされている大域ゾーンに作成された
場合

RAID-1ボリュームを使用している場合の Solarisフラッシュアーカイブ
の作成

SolarisボリュームマネージャーRAID-1ボリュームが構成されていても、Solarisフ
ラッシュアーカイブを作成できます。クローンシステムの整合性を保つた
め、RAID-1ボリュームの情報はすべて、Solarisフラッシュ作成ソフトウェアに
よってアーカイブから削除されます。カスタム JumpStartでは、JumpStartプロファイ
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ルを使用してRAID-1ボリュームを再構築できます。Solaris Live Upgradeで
は、RAID-1ボリュームが構成されたブート環境を作成し、アーカイブをインス
トールできます。Solarisインストールプログラムでは、Solarisフラッシュアーカイブ
を使用してRAID-1ボリュームのインストールを行うことはできません。
■ JumpStartプロファイルでのRAID-1ボリュームの例については、『Oracle

Solaris 10 8/11インストールガイド (カスタム JumpStart/上級編)』の「プロファイ
ルの例」を参照してください。

■ RAID-1ボリュームで構成された Solaris Live Upgradeブート環境の例について
は、『Oracle Solaris 10 8/11インストールガイド (Solaris Live Upgradeとアップグ
レードの計画)』の「新しいブート環境の作成」を参照してください。

注 – Veritas VxVMでは、Solarisフラッシュで使用できない領域に構成情報が格納され
ます。Veritas VxVmファイルシステムが構成されている場合は、Solarisフ
ラッシュアーカイブを作成しないでください。また、JumpStartと Solaris Live Upgrade
も含め、Solarisインストールではインストール時のVxVMボリュームの再構築はサ
ポートされていません。したがって、Solarisフラッシュアーカイブを使ったVeritas
VxVMソフトウェアの配備を計画している場合は、VxVMファイルシステムを構成
する前にアーカイブを作成する必要があります。その後、クローンシステムに
アーカイブを適用しシステムをリブートしてから、クローンシステムの構成を個別
に行う必要があります。

大規模なファイルを含むアーカイブの作成
Solarisフラッシュアーカイブの作成に使われるデフォルトのコピー方法は、cpio

ユーティリティーです。個別のファイルのサイズを 4Gバイトより大きくすることは
できません。大規模な個別ファイルがある場合は、paxによるコピー方法でアーカイ
ブを作成できます。flarcreateコマンドと -L paxオプションを指定して pax

ユーティリティーを使用すると、個別ファイルのサイズ制限なしでアーカイブが作
成されます。個別のファイルのサイズは 4Gバイトより大きくできます。

更新用 Solarisフラッシュ差分アーカイブの作成を計画する
クローンシステムにアーカイブがインストール済みであるときに、クローンシステ
ムを更新する場合は、更新前のマスターイメージと更新後のマスターイメージの 2
つのイメージの差異のみを含む差分アーカイブを作成できます。2つのイメージの相
違部分が、差分アーカイブになります。

■ 1つは、マスターシステムで稼動中のイメージで、クローンシステムにインス
トールされた元のソフトウェアです。このイメージを将来使用できるように
ディレクトリに保存した場合は、このイメージをマスターシステムにインス
トールする必要があるかもしれません。

■ アクセスするもう 1つのイメージは、比較に使用します。このイメージには、新
しく追加または削除された内容が含まれており、これらがクローンシステムにイ
ンストールされます。
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差分アーカイブを使用してクローンシステムを更新すると、差分アーカイブ内に存
在するファイルだけがクローンシステム上で変更されます。インストールの前また
は後に、スクリプトを使用してアーカイブをカスタマイズできます。再構成を行う
場合、これは特に有効です。

カスタム JumpStartインストール方法を使用して、Solarisフラッシュ差分アーカイブ
をインストールします。あるいは、Solaris Live Upgradeを使用して、非アクティブ
ブート環境に差分アーカイブをインストールします。

次のいずれかの方法でアクセスできるよう、初期インストールの実行後に更新前の
マスターイメージを保存してください。

■ lumountコマンドを使用してディレクトリにマウントされる、Solaris Live Upgrade
ブート環境。Solaris Live Upgradeブート環境については、『Oracle Solaris 10 8/11イ
ンストールガイド (Solaris Live Upgradeとアップグレードの計画)』の第 2
章「Solaris Live Upgrade (概要)」を参照してください。

■ ルートアクセス権を使用してネットワークファイルシステム (NFS)経由でマウン
トされるクローンシステム。

■ ufsdumpコマンドを使用して復元可能なシステムのバックアップ。

手順については、58ページの「更新されたマスターイメージを使用して Solarisフ
ラッシュ差分アーカイブを作成する方法」を参照してください。

アーカイブのファイルとディレクトリのカスタマイズ
Solarisフラッシュアーカイブの作成時に、マスターシステムからコピーされる
ファイルやディレクトリの一部分をアーカイブから除外することができま
す。アーカイブからディレクトリを除外する際に、そのディレクトリ内にある特定
のファイルやサブディレクトリを除外せずにアーカイブに含めることも可能で
す。たとえば、/a/aa/bb/cにあるすべてのファイルやディレクトリを除外した
アーカイブを作成できます。このアーカイブを作るときに、bbサブディレクトリの
内容だけを除外せずにアーカイブに含めることができます。これにより、アーカイ
ブに含められるのは bbサブディレクトリの内容だけになります。

注意 – flarcreateのファイル除外オプションは、注意して使用してください。一部の
ディレクトリを除外する際、気づかずにシステム構成ファイルなどの他のファイル
がアーカイブに残ってしまう場合があります。この場合、システムの整合性が損な
われるため、インストールが失敗してしまいます。ディレクトリやファイルの除外
は、大規模なデータファイルなど、システムを破綻させることなく容易に削除可能
なデータに対して行うのが最善です。

次の表に、ファイルやディレクトリの除外および追加用の flarcreateコマンドのオ
プションを示します。
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指定方法 除外用のオプション 追加用のオプション

ディレクトリまたはファイルの
名前を指定します

-x exclude_dir/filename -y include_dir/filename

対象のファイルやディレクトリ
のリストを含むファイルを使用
します

-X list_filename

-z list_filename

-f list_filename

-z list_filename

これらのオプションの詳細は、表 6–7を参照してください。

アーカイブのカスタマイズ例については、55ページの「Solarisフラッシュアーカイ
ブの作成とファイルのカスタマイズ (例)」を参照してください。

スクリプトを使用したアーカイブのカスタマイズ
マスターシステムへのソフトウェアのインストール後、作成、インストール、ポス
トインストール、および初回再起動時に特別なスクリプトを実行できます。これら
のスクリプトを使用して、次のことを実行できます。

■ クローンシステム上のアプリケーションを構成します。構成内容が単純な場合
は、カスタム JumpStartスクリプトを使用します。より複雑な構成の場合、マス
ターシステム上で、またはインストールの前か後にクローンシステム上で、特別
な構成ファイル処理が必要な場合があります。

■ クローンシステム上でのローカルなカスタマイズを保護します。ローカルのプリ
インストールおよびポストインストールスクリプトは、クローン上に存在しま
す。これらのスクリプトは、ローカルのカスタマイズが Solarisフラッシュにより
上書きされないように保護する働きをします。

■ クローン不可のホスト依存データを識別して、アーカイブをホスト非依存にでき
ます。ホスト非依存にするには、この種のデータを変更するか、アーカイブから
除外します。ホストに依存するデータの例として、ログファイルがあります。

■ アーカイブの作成時に、アーカイブ内でソフトウェアの整合性を確認します。

■ クローンシステム上のインストールを検査します。

カスタムスクリプト作成のガイドライン

再起動スクリプト以外のスクリプトを作成する場合、スクリプトがOSを破壊したり
システムを中断させたりすることがないように、次のガイドラインに従ってくださ
い。これらのガイドラインに従えば、OSインストール用の新規ブート環境を作成す
る、Solaris Live Upgradeを使用できます。新規ブート環境は、現行システムの稼働中
にアーカイブを使用してインストールできます。
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注 –これらのガイドラインは、デーモンの実行やルート (/)ファイルシステムへの他
のタイプの変更を実行可能にする再起動スクリプトに適用されるものではありませ
ん。

■ スクリプトは、稼働中のシステムに影響を与えてはいけません。現在稼働中の
OSが、Solarisフラッシュアーカイブのインストール時に稼働しているOSではな
い場合もあります。

■ スクリプトで、いかなるデーモンプロセスも開始または停止させないでくださ
い。

■ スクリプトで、OSに依存するコマンド (ps、truss、unameなど)の出力に依存し
ないでください。これらのコマンドは、稼働中のシステムに関する情報をレ
ポートします。

■ スクリプトで、いかなるシグナルも送信しないでください。送信した場合、現在
稼働中のプロセスが影響を受けます。

■ スクリプトでは、シェルスクリプトの実行を円滑にする標準のUNIXコマンド
(expr、cp、lsなど)を使用できます。

Solaris Live Upgradeの概要については、『Oracle Solaris 10 8/11インストールガイド
(Solaris Live Upgradeとアップグレードの計画)』の第 2章「Solaris Live Upgrade (概
要)」を参照してください。

Solarisフラッシュアーカイブのセクション
Solarisフラッシュアーカイブには、次のセクションが含まれます。一部のセク
ションを使用して、アーカイブの識別やカスタマイズ、およびインストールの状態
情報の表示を実行できます。各セクションの詳細は、第 6章「Solarisフラッシュ (リ
ファレンス)」を参照してください。

表 2–2 フラッシュアーカイブのセクション

セクション名 情報提供のみ 説明

アーカイブCookie X 最初のセクションには、ファイルを Solarisフラッシュアーカイブとして識別
する cookieが含まれます。

アーカイブ識別 2番目のセクションには、アーカイブについての識別情報を値に持つ
キーワードが含まれます。一部の識別情報は、アーカイブソフトウェアによ
り提供されます。flarcreateコマンドのオプションを使用すると、それ以外
の具体的な識別情報を追加できます。
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表 2–2 フラッシュアーカイブのセクション (続き)
セクション名 情報提供のみ 説明

ユーザー定義 このセクションは、アーカイブ識別セクションの次に存在します。これらの
セクションを定義および挿入して、アーカイブをカスタマイズできま
す。Solarisフラッシュアーカイブは、ユーザーが定義したセクションは処理
しません。たとえば、このセクションには、アーカイブの説明や、アプリ
ケーションの整合性をチェックするスクリプトなどを含めることができま
す。

マニフェスト X このセクションは、Solarisフラッシュ差分アーカイブに対して生成され、ク
ローンシステムの検証に使用されます。マニフェストセクションには、ク
ローンシステムに保持、追加または削除されるシステム上のファイルが一覧
表示されます。このセクションは情報提供専用であり、内部形式でファイル
をリスト表示します。スクリプトの記述には使用できません。

配置前、配置後、再起
動

X このセクションには、OSイメージのインストール前および後にフラッシュソ
フトウェアが使用する内部情報が含まれます。指定したスクリプトはすべ
て、このセクションに含まれます。

サマリー このセクションには、アーカイブ作成に関するメッセージが含まれます。セ
クションには、配置前および配置後スクリプトのアクティビティーも記録で
きます。このセクションに出力を送信するスクリプトを記述することによ
り、このセクション内でインストールの成功を確認できます。

アーカイブファイル X アーカイブファイルセクションには、マスターシステムから収集された
ファイルが含まれます。

初期インストールでのアーカイブの作成時期
アーカイブは、システムができるだけ静的な状態である時に作成してください。マ
スターシステムにソフトウェアをインストールした後でソフトウェアを構成する前
にアーカイブを作成します。

Solarisフラッシュアーカイブの保存先
Solarisフラッシュアーカイブを作成した後、そのアーカイブをマスターシステムの
ハードディスクまたはテープに保存できます。保存後は、任意のファイルシステム
またはメディアへこのアーカイブをコピーできます。

■ ネットワークファイルシステム (NFS)サーバー
■ HTTPまたはHTTPSサーバー
■ FTPサーバー
■ テープ
■ CD、DVD
■ フロッピーディスク
■ インストールするクローンシステムのローカルドライブ
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アーカイブの圧縮
Solarisフラッシュアーカイブを作成する際は、compress(1)ユーティリティーを使用
して、そのアーカイブが圧縮ファイルとして保存されるように指定することができ
ます。圧縮されたアーカイブはディスク容量が少なくてすみ、ネットワークを介し
てアーカイブをインストールする場合の負荷も減ります。

Solarisフラッシュアーカイブのインストールの計
画
Solarisフラッシュインストールの最後の作業は、クローンシステムへの Solarisフ
ラッシュアーカイブのインストールです。クローンシステムへの Solarisフ
ラッシュアーカイブのインストールには、任意の Solarisインストール方法を使用で
きます。

注 – Oracle Solaris 10 9/10リリース以降では、自動登録はデフォルトで有効になってい
ます。Solarisフラッシュアーカイブの操作に対する自動登録の影響は、使用するイ
ンストール方法によって異なります。18ページの「Oracle Solaris 10 9/10リリースの
新機能」を参照してください。

Oracle Solaris 10 9/10以前のアーカイブを使用している場合、自動登録の影響はありま
せん。

インストールプログラム アーカイブの保存メディア 詳細な手順の参照先

Solarisインストールプロ
グラム

■ ネットワークファイルシステム (NFS)
サーバー

■ HTTPサーバー
■ FTPサーバー
■ ローカルテープ
■ ローカルデバイス (DVDまたはCD)
■ ローカルファイル

66ページの「Solarisインストールプログラム
による Solarisフラッシュアーカイブのインス
トール」

カスタム JumpStartイン
ストールプログラム

■ ネットワークファイルシステム (NFS)
サーバー

■ HTTPまたはHTTPSサーバー
■ FTPサーバー
■ ローカルテープ
■ ローカルデバイス (DVDまたはCD)
■ ローカルファイル

『Oracle Solaris 10 8/11インストールガイド
(カスタム JumpStart/上級編)』の「カスタム
JumpStartインストールを使用して Solarisフ
ラッシュアーカイブをインストールする方
法」
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インストールプログラム アーカイブの保存メディア 詳細な手順の参照先

Solaris Live Upgrade ■ ネットワークファイルシステム (NFS)
サーバー

■ HTTPサーバー
■ FTPサーバー
■ ローカルテープ
■ ローカルデバイス (DVDまたはCD)
■ ローカルファイル

『Oracle Solaris 10 8/11インストールガイド
(Solaris Live Upgradeとアップグレードの計
画)』の「ブート環境への Solarisフ
ラッシュアーカイブのインストール」
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Solarisフラッシュアーカイブの作成 (作
業)

この章では、Solarisフラッシュアーカイブを作成する手順を説明します。手順に
は、マスターシステムにインストールし、その後そのマスターシステムから Solaris
フラッシュアーカイブを作成する方法が含まれます。クローンシステムにアーカイ
ブをインストール済みの場合、差分アーカイブを作成することも可能です。差分
アーカイブの作成時に、更新前のマスターイメージと更新されたイメージの 2つが
比較されます。差分アーカイブでは、2つのイメージの相違部分のみがインストール
されます。さらに、アーカイブの再構成またはカスタマイズを実行するスクリプト
の作成手順も示します。

Solarisフラッシュアーカイブの作成時またはインストール時の制限について
は、表 2–1を参照してください。

■ 43ページの「作業マップ :フラッシュアーカイブを作成する」
■ 45ページの「マスターシステムへのインストール」
■ 46ページの「カスタムスクリプトの作成」
■ 50ページの「Solarisフラッシュアーカイブの作成」

作業マップ :フラッシュアーカイブを作成する
表 3–1 作業マップ:初期インストールで使用する Solarisフラッシュアーカイブを作成する

作業 説明 参照先

マスターシステムに選択したソフト
ウェア構成をインストールします

ニーズに合った構成を決定し、Solaris
の任意のインストール方法を使用して
マスターシステムにインストールしま
す。

45ページの「初期インストールでマ
スターシステムにインストールする方
法」
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表 3–1 作業マップ:初期インストールで使用する Solarisフラッシュアーカイブを作成する (続き)
作業 説明 参照先

(省略可能)カスタマイズスクリプトを
作成します

次の作業を行うスクリプトの作成が必
要かどうかを判断します。
■ アーカイブをカスタマイズまたは
再構成する

■ クローンシステム上のローカルな
変更を保護する

46ページの「カスタムスクリプトの
作成」

Solarisフラッシュアーカイブを作成し
ます

flarcreateコマンドを使用してアーカ
イブを作成します。

51ページの「初期インストール用
Solarisフラッシュアーカイブの作成方
法」

(省略可能)アーカイブのコピーを保存
します

将来、比較に使用するためにアーカイ
ブのコピーを保存します。差分アーカ
イブを使用して、クローンシステムの
更新が可能になります。

51ページの「初期インストール用
Solarisフラッシュアーカイブの作成方
法」

表 3–2 作業マップ:クローンシステムを更新する Solarisフラッシュアーカイブを作成する

作業 説明 参照先

マスターイメージの準備を行います パッケージを追加または削除した
り、パッチをインストールして、更新
前のマスターイメージに変更を加えま
す。

45ページの「マスターシステムへの
インストール」

(省略可能)カスタマイズスクリプトを
作成します

次の作業を行うスクリプトの作成が必
要かどうかを判断します。
■ アーカイブをカスタマイズまたは
再構成する

■ クローンシステム上のローカルな
変更を保護する

46ページの「カスタムスクリプトの
作成」

Solarisフラッシュ差分アーカイブを作
成します

1. 更新前のマスターイメージをマウ
ントします。

2. flarcreateコマンドを使用して 2
つのイメージを比較し、差分
アーカイブを作成します。

58ページの「更新されたマスターイ
メージを使用して Solarisフラッシュ差
分アーカイブを作成する方法」
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マスターシステムへのインストール
マスターシステムには、ほかのシステムに持たせたいソフトウェア構成をインス
トールします。クローンシステムに、初期インストールによりシステム上のすべて
のファイルを上書きすることも、2つのイメージの相違部分のみを更新することも可
能です。初期インストールでは、任意の Solarisインストール方法を使用してマス
ターシステムにOracle Solaris OSをインストールします。

アーカイブをクローンシステムにインストール済みの場合、差分アーカイブを使用
してシステムの変更部分を更新できます。元のイメージへの変更は、パッチのイン
ストールやパッケージの追加および削除により実行されます。差分アーカイブで
は、アーカイブ内で指定されたファイルだけが上書きされます。元のマスターイ
メージを更新して、差分アーカイブを作成する手順については、58ページの「更新
されたマスターイメージを使用して Solarisフラッシュ差分アーカイブを作成する方
法」を参照してください。

▼ 初期インストールでマスターシステムにインス
トールする方法

インストールするシステム構成を決定します。

Solarisインストールプログラムを使用して、マスターシステムにOracle Solaris OSをイ
ンストールします。さまざまなインストールプログラムのディスカッションについ
ては、『Oracle Solaris 10 8/11インストールガイド (インストールとアップグレードの
計画)』の「Solarisインストール方法の選択」を参照してください。

マスターシステムを次のいずれかの方法でカスタマイズします。

■ ソフトウェアを削除する。
■ ソフトウェアを追加する。
■ 構成ファイルを変更します。
■ クローンシステム上にある周辺装置のサポートを追加します。

カスタムスクリプトを作成するか、flarcreateコマンドを使用してアーカイブを作
成できます。

■ カスタムスクリプトの作成方法については、46ページの「カスタムスクリプト
の作成」を参照してください。

■ アーカイブの作成方法については、50ページの「Solarisフラッシュアーカイブの
作成」を参照してください。

1

2

3
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カスタムスクリプトの作成
スクリプトによってアーカイブをカスタマイズできます。カスタムスクリプト
は、次の目的で使用します。

■ 作成前スクリプトは、作成時にアーカイブの妥当性検査を行い、後でカスタマイ
ズできるようにアーカイブ (特に差分アーカイブ)の準備を行います。このスクリ
プトを使用して、アーカイブ内にユーザー定義セクションを作成することもでき
ます。

■ 配置前スクリプトは、インストール時にアーカイブの妥当性検査を行い、後でカ
スタマイズできるようにアーカイブの準備を行います。

■ 配置後スクリプトは、クローンシステム上で新規システムイメージの再構成を行
います。

■ 再起動スクリプトは、システムの再起動後に最終的な再構成処理を実行します。

スクリプト作成のガイドラインについては、37ページの「カスタムスクリプト作成
のガイドライン」を参照してください。

▼ 作成前スクリプトの作成方法
このスクリプトは、アーカイブの作成時に実行されます。このスクリプトには、さ
まざまな使用法があります。

■ ソフトウェアの内容および整合性を検証します。整合性に問題がある場合、スク
リプトはアーカイブの作成に失敗します。

■ クローンシステム上での将来のカスタマイズに備えてプロダクトの準備を行いま
す。

■ アーカイブの作成時に、他のインストールスクリプトを動的に登録します。
■ フラッシュ作成サマリーファイルにメッセージを追加します。メッセージは短い
ものでなければならず、スクリプトが起動および終了したこと、およびその結果
のみを記録するものでなければなりません。結果は、サマリーセクション内で確
認できます。

作成前スクリプトを作成します。37ページの「カスタムスクリプト作成のガイドラ
イン」に記されているガイドラインに従います。

スクリプトを /etc/flash/precreationディレクトリに保存します。

作成前スクリプトからの抜粋

次の例は、作成前スクリプトからの抜粋です。

■ サマリーセクションに開始時刻を記録するには、次の例を使用します。

1
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echo "MyApp precreation script started">> $FLASHDIR/summary

■ ソフトウェアの整合性をチェックするには、flcheckコマンドを使用します。こ
のコマンドは、コマンド行では使用できません。このコマンドの構文は次のとお
りです。

flcheck software component files and directories ...| -

たとえば、ファイルおよびディレクトリの妥当性検査を実行するには、次の例を
使用します。

flcheck software component files and directories
If Not in selection - refuse creation

echo "Myapp Integrity Damage">>$FLASHDIR/summary

また、予期しない新規ファイルおよびディレクトリを保持し、アーカイブの作成
が失敗しないようにするには、次の例を使用します。

flcheck software component files and directories
If Not in selection include by force

flinclude software component
■ 配置スクリプトおよびデータを登録するには、次の例を使用します。

■ 次のディレクトリにスクリプトをコピーします。

cp predeployment script /etc/flash/predeployment

■ または、アーカイブの作成時にスクリプトを動的に登録するためには、次の
ディレクトリにスクリプトをコピーします。

cp predeployment script $FLASHDIR/predeployment

■ ユーザー定義セクションにアプリケーション固有のデータを保存するには、次の
例を使用します。

cp custom section $FLASHDIR/custom_sections/MyApp

■ サマリーセクションにインストールの成功を記録するには、次の例を使用しま
す。

echo "product one flash preparation started." >>$FLASH_DIR/summary

...

echo "product one flash preparation finished successfully">>$FLASH_DIR/summary

作成前スクリプト

#!/bin/sh

echo "Test precreation script started" >> $FLASH_DIR/summary

cat /opt/TestApp/critical_file_list | flcheck -

if [ $? != 0 ]; then

echo "Test precreation script failure" >> $FLASH_DIR/summary

exit 1

fi

echo "Test precreation script started" >> $FLASH_DIR/summary

/opt/TestApplication/license_cloning

$FLASH_DIR/predeployment/.TestApplicationLicenceTransfer \

例3–2
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$FLASH_DIR/custom_sections/TestApplicationLicenceCounter

echo "Test precreation script finished" >> $FLASH_DIR/summary

exit 0

作成前スクリプトを使用してユーザー定義アーカ
イブセクションを作成する
作成前スクリプトを使用して、アーカイブ内にユーザー定義セクションを作成
し、アプリケーションに関する特定の情報を提供できます。このセクションの目的
は、アーカイブの保守です。スクリプトは、$FLASH_DIR/sectionsディレクトリに配
置する必要があります。Solarisフラッシュアーカイブは、ユーザー定義セクション
を処理しません。たとえば、このセクションには、アーカイブの説明や、アプリ
ケーションの整合性をチェックするスクリプトなどを含めることができます。

ユーザー定義セクションでは、次の書式を使用する必要があります。

■ 行単位で作成する必要がある
■ 改行 (ASCII 0x0a)文字で終了させる必要がある
■ 個々の行の長さに制限はない
■ base64またはそれに類似したアルゴリズムを使用してバイナリデータをコード化
する必要がある

▼ 配置前スクリプトの作成方法
このスクリプトは、アーカイブのインストール前に実行されます。スクリプトの目
的がアーカイブの妥当性検査である場合、このスクリプトはアーカイブ内に保持さ
れます。スクリプトの目的がクローンシステムのローカル構成を保存することであ
る場合、このスクリプトはクローンシステム上に保持されます。このスクリプト
は、将来のカスタマイズに必要なローカルデータの分析および収集も実行可能で
す。たとえば、クライアント固有の情報を、抽出されるファイルで上書きされる前
に保存できます。この情報は、抽出後の最終段階で使用できます。

配置前スクリプトを作成します。37ページの「カスタムスクリプト作成のガイドラ
イン」に記されているガイドラインに従います。

スクリプトを次のディレクトリのいずれかに保存します。

■ アーカイブの妥当性検査を実行するには、/etc/flash/predeploymentディレクト
リに保存します。

■ 作成前スクリプトを参照する場合、$FLASH_DIR/preinstallディレクトリに保存し
ます。

1
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■ クローンシステム上の構成を保持する場合、JumpStartプロファイル内の
local_customizationキーワードに、クローンシステムに保存されているスクリプ
トへのパスを指定します。

配置前スクリプト
#!/bin/sh

$FLASH_DIR/TestApplication/check_hardware

if [ $? != 0 ]; then

echo Unsupported hardware

exit 1

fi

$FLASH_DIR/TestApplication/check_licence_key

if [ $? != 0 ]; then

echo No license for this host

exit 1

fi

$FLASH_DIR/TestApplication/deploy_license_key \

$FLASH_DIR/TestApplication/.TestApplicationLicenceTransfer

$FLASH_DIR/TestApplication/save_data_files $FLASH_DIR/flash

exit 0

▼ 配置後スクリプトの作成方法
このスクリプトは、アーカイブ内またはクローンシステムのローカルディレクトリ
に格納され、インストール後に実行されます。スクリプトにより、クローンシステ
ム上で新規システムイメージが再構成されます。スクリプトがアーカイブ内に格納
されている場合、変更はすべてのクローンシステムに影響を及ぼします。スクリプ
トがクローンシステムのローカルディレクトリに格納されている場合、変更はその
クローンシステムにのみ影響します。たとえば、配置前スクリプトにより保存され
たクライアント固有の情報をクローン環境に適用して、インストールを完了できま
す。

配置後スクリプトを使用して、アーカイブのインストール後にファイルを整理する
ことも可能です。たとえば、/var/adm内のログファイルなどを削除できます。

注 –すべてのログファイルが、クリーンアップ用のスクリプトを必要とするわけでは
ありません。/var/tmp内のログファイルはアーカイブの作成時に自動的に削除され
ます。

配置後スクリプトを作成します。37ページの「カスタムスクリプト作成のガイドラ
イン」に記されているガイドラインに従います。

スクリプトを次のディレクトリのいずれかに保存します。

■ すべてのクローンシステムを操作するには、スクリプトを
/etc/flash/postdeploymentディレクトリに保存します。

例3–3
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■ ローカルのクローンシステムのみを操作する場合は、JumpStartプロファイル内の
local_customizationキーワードに、クローンシステムに保存されているスクリプ
トへのパスを指定します。

配置後スクリプト

#!/bin/sh

$FLASH_DIR/TestApplication/clone_reconfiguration

$FLASH_DIR/TestApplication/restore_data $FLASH_DIR/flash

▼ 再起動スクリプトの作成方法
このスクリプトはアーカイブ内に格納され、システムの再起動後に実行されま
す。このスクリプトにより、システムの再構成後の最終構成がすべて実行されま
す。

クローンシステムに Solarisフラッシュアーカイブをインストールしたあと、ホスト
固有のファイルがいくつか削除され、クローンマシン用として作成し直されま
す。インストールプログラムは、sys-unconfig(1M)コマンドと sysidtool(1M)プログ
ラムを使用して、ホスト固有のネットワーク構成ファイルを削除して再作成しま
す。再作成されるファイル
は、/etc/hosts、/etc/defaultrouter、/etc/defaultdomainなどです。再起動スクリ
プトを使用することで、任意の最終的な再構成処理を実行できます。

再起動スクリプトを作成します。

スクリプトを /etc/flash/rebootディレクトリに保存します。

再起動スクリプトの作成

#!/bin/sh

$FLASH_DIR/TestApplication/finalize_license

Solarisフラッシュアーカイブの作成
クローンシステムのファイルすべてを上書きする初期インストール用アーカイブを
作成することも、指定された変更部分のみを上書きする差分アーカイブを作成する
こともできます。差分アーカイブの概要については、35ページの「更新用 Solarisフ
ラッシュ差分アーカイブの作成を計画する」を参照してください。

例3–4
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注意 –非大域ゾーンがインストールされていると、Solarisフラッシュアーカイブは正
常に作成できません。Solarisフラッシュ機能には Solarisゾーン区分技術との互換性
はありません。Solarisフラッシュアーカイブを作成する場合、そのアーカイブの配
備条件が次のいずれかの場合は、作成されたアーカイブは正しくインストールされ
ません。

■ アーカイブが非大域ゾーンに作成された場合
■ アーカイブが、非大域ゾーンがインストールされている大域ゾーンに作成された
場合

▼ 初期インストール用 Solarisフラッシュアーカイブ
の作成方法
マスターシステムにインストールした後で、他のシステムへのインストールに使用
する Solarisフラッシュアーカイブを作成します。

スーパーユーザーになるか、同等の役割を引き受けます。
役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細については、『Solarisの
システム管理 (セキュリティサービス)』の「RBACの構成 (作業マップ)」を参照して
ください。

マスターシステムをブートし、できるだけ静的な状態で稼働させます。
可能であれば、システムをシングルユーザーモードで実行してください。これが不
可能な場合、アーカイブするアプリケーションおよび大量のオペレーティングシス
テムリソースを必要とするアプリケーションを停止します。

Solarisフラッシュアーカイブの作成は、マルチユーザーモードまたはシングル
ユーザーモードで稼動しているマスターシステム上で、あるいは次に示すメディア
の 1つからブートさせたシステム上で行うことができます。
■ Oracle Solaris Operating System DVD。

注 – Oracle Solaris 10 9/10リリース以降では、DVDのみ入手できます。Solaris
SOFTWARE CDは入手できなくなりました。

■ Solaris SOFTWARE - 1 CD。
■ Solaris SOFTWAREのイメージ。CDメディアを使用している場合、イメージには
必要に応じて Solaris LANGUAGES CDが含まれます。

flarcreateコマンドを使用して、アーカイブを作成します。
# flarcreate -n name options path/filename

1
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name アーカイブに指定する名前です。指定する nameは、content_name

キーワードの値になります。

options オプションの詳細は、86ページの「flarコマンド」を参照してくださ
い。

path アーカイブファイルを保存するディレクトリへのパス。パスを指定しな
い場合、アーカイブファイルは現在のディレクトリに保存されます。

filename アーカイブファイルの名前です。

■ アーカイブの作成が正常に完了すると、flarcreateコマンドは終了コード 0を返
します。

■ アーカイブの作成が失敗すると、flarcreateコマンドは 0以外の終了コードを返
します。

アーカイブのコピーを作成して保存します。将来、クローンシステムを差分アーカ
イブで更新するときに、このコピーを使用できます。

Solarisフラッシュアーカイブの作成 (例)
ファイルシステムを複製する際、全く同じようにコピーすることも、カスタマイズ
してディレクトリやファイルのいくつかを除外することもできます。異なるオプ
ションを使用して、同じ結果を得ることも可能です。使用する環境に最も適したオ
プションを使用してください。

次の例に示すファイルシステムは、わかりやすくするために大幅に簡略化されてい
ます。これらの例では、マスターシステムのファイル構造は、/var、/usr、または
/optなどのファイルシステム名の代わりに、次のようなファイル構造を使用しま
す。

/aaa/bbb/ccc/ddd

/aaa/bbb/fff

/aaa/eee

/ggg

注意 – flarcreateのファイル除外オプションは、注意して使用してください。一部の
ディレクトリを除外する際、気づかずにシステム構成ファイルなどの他のファイル
がアーカイブに残ってしまう場合があります。この場合、システムの整合性が損な
われるため、インストールが失敗してしまいます。ディレクトリやファイルの除外
は、大規模なデータファイルなど、システムを破綻させることなく容易に削除可能
なデータに対して行うのが最善です。

4
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Solarisフラッシュアーカイブの作成 (さまざまな例)

例 3–6 完全な複製アーカイブの作成

この例では、アーカイブの名前は archive1です。このアーカイブは、マスターシス
テムそのものがコピーされ、その後圧縮されます。アーカイブはマスターシステム
の完全な複製で、archive1.flarに格納されます。

# flarcreate -n archive1 -c archive1.flar

アーカイブのファイル構造を確認するには、次のように入力します。

# flar info -l archive1.flarlost+found

export

export/home

export/home/lost+found

var

var/sadm

var/sadm/install

var/sadm/install/admin

var/sadm/install/admin/default

var/sadm/install/logs

var/sadm/install/contents

var/sadm/install/.lockfile

var/sadm/install/.pkg.lock

var/sadm/pkg

var/sadm/pkg/SUNWocfd

var/sadm/pkg/SUNWocfd/install

var/sadm/pkg/SUNWocfd/install/copyright

var/sadm/pkg/SUNWocfd/save

var/sadm/pkg/SUNWocfd/save/pspool

var/sadm/pkg/SUNWocfd/save/pspool/SUNWocfd

.....

.....

usr/bin/sparcv7

usr/bin/sparcv7/savecore

usr/bin/sparcv7/gcore

....

....

usr/lib/diff3prog

usr/lib/madv.so.1

usr/lib/mpss.so.1

usr/lib/cpu

usr/lib/cpu/sparcv8plus

....

....

devices/pseudo/udp6@0:udp6

devices/pseudo/udp@0:udp

devices/pseudo/tcp@0:tcp

devices/pseudo/iwscn@0:iwscn

devices/pseudo/wc@0:wscons

devices/pseudo/tcp6@0:tcp6

devices/pseudo/sctp6@0:sctp6

var/fm/fmd/ckpt

var/fm/fmd/rsrc
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例 3–6 完全な複製アーカイブの作成 (続き)

kernel/drv/st.conf

kernel/drv/st.conf

kernel/drv/st.conf

kernel/drv/st.conf

#

例 3–7 大規模なファイルを含むアーカイブの作成

この例では、個別ファイルのいくつかは 4Gバイトを超えています。デフォルトの
アーカイブユーティリティー cpioは、これらの大規模なファイルを処理できませ
ん。-L paxによるコピー方法は、大規模な個別ファイルを含むアーカイブを作成す
る際に使用します。アーカイブの名前は archive1になります。このアーカイブ
は、マスターシステムそのものがコピーされ、その後圧縮されます。アーカイブは
マスターシステムの完全な複製で、archive1.flarに格納されます。

# flarcreate -L pax -n archive1 -c archive1.flar

アーカイブのファイル構造を確認するには、次のように入力します。

# flar info -l archive1.flar

aaa

aaa/bbb

aaa/bbb/ccc

aaa/bbb/ccc/ddd

aaa/bbb/fff

aaa/eee

aaa/eee

ggg

例 3–8 代替 root (/)ファイルシステムからアーカイブを作成する

この例では、アーカイブの名前は archive4です。このアーカイブは、マスターシス
テムそのものがコピーされ、その後圧縮されます。アーカイブはマスターシステム
の完全な複製で、archive4.flarに格納されます。-Rオプションは、別のディレクト
リツリーからアーカイブを作成する場合に使用します。

# flarcreate -n archive4 -c -R /x/yy/zz archive4.flar

例 3–9 アーカイブを作成して、アーカイブについて記述するキーワードを追加する

この例では、アーカイブの名前は archive3です。このアーカイブは、マスターシス
テムそのものがコピーされ、その後圧縮されます。オプションで、アーカイブ識別
セクションに説明を追加できます。この説明により、後でアーカイブを識別するの
が容易になります。キーワード、およびその値と書式については、81ページ
の「Solarisフラッシュのキーワード」を参照してください。
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例 3–9 アーカイブを作成して、アーカイブについて記述するキーワードを追加する (続き)

# flarcreate -n archive3 -i 20000131221409 -m pumbaa \

-e "Solaris 8 Print Server" -a "Mighty Matt" -U "Internal Finance" \

-T server archive3.flar

アーカイブの作成後に、詳細な説明を含むアーカイブ識別セクションにアクセスで
きます。アーカイブ識別セクションの例を、次に示します。

section_begin=identification

files_archived_method=cpio

files_compressed_method=compress

files_archived_size=259323342

files_unarchived_size=591238111

creation_date=20000131221409

creation_master=pumbaa

content_name=Finance Print Server

content_type=server

content_description=Solaris 8 Print Server

content_author=Mighty Matt

content_architectures=sun4u

creation_node=pumbaa

creation_hardware_class=sun4u

creation_platform=SUNW,Sun-Fire

creation_processor=sparc

creation_release=5.9

creation_os_name=SunOS

creation_os_version=s81_49

x-department=Internal Finance

Solarisフラッシュアーカイブの作成とファイルのカスタマイズ
(例)

例 3–10 アーカイブから除外するファイルとディレクトリおよびアーカイブに含めるファイル
とディレクトリを指定してアーカイブを作成する

この例では、アーカイブの名前は archive2です。このアーカイブは、マスターシス
テムからコピーされますが、完全な複製ではありません。/aaaディレクトリ以下の
内容はアーカイブから除外されますが、/aaa/bbb/cccの内容はアーカイブに含まれ
ます。

# flarcreate -n archive2 -x /aaa -y /aaa/bbb/ccc archive2.flar

アーカイブのファイル構造を確認するには、次のように入力します。除外された
ディレクトリ (/aaa)であっても、コピーされたファイル (/aaa/bbb/ccc)が下位に存在
する場合、そのディレクトリも表示されていますが、実際にアーカイブに含まれて
いるのはコピーされたファイル ( /aaa/bbb/ccc)だけです。

# flar info -l aaa

aaa
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例 3–10 アーカイブから除外するファイルとディレクトリおよびアーカイブに含めるファイル
とディレクトリを指定してアーカイブを作成する (続き)

aaa/bbb/ccc

aaa/bbb/ccc/ddd

aaa/bbb

ggg

例 3–11 アーカイブから除外するファイルとディレクトリおよびアーカイブに含めるファイル
とディレクトリをリストで指定してアーカイブを作成する

この例では、アーカイブの名前は archive5です。このアーカイブは、マスターシス
テムからコピーされますが、完全な複製ではありません。

excludeファイルには、次のリストが含まれています。

/aaa

includeファイルには、次のリストが含まれています。

/aaa/bbb/ccc

/aaaディレクトリ以下の内容はアーカイブから除外されますが、/aaa/bbb/cccの内容
はアーカイブに含まれます。

# flarcreate -n archive5 -X exclude -f include archive5.flar

アーカイブのファイル構造を確認するには、次のように入力します。除外された
ディレクトリ (/aaa)であっても、コピーされたファイル (/aaa/bbb/ccc)が下位に存在
する場合、そのディレクトリも表示されていますが、実際にアーカイブに含まれて
いるのはコピーされたファイル ( /aaa/bbb/ccc)だけです。

# flar info -l archive5.flar

aaa

aaa/bbb/ccc

aaa/bbb/ccc/ddd

aaa/bbb

ggg

例 3–12 アーカイブから除外するファイルとディレクトリをリストで指定し、アーカイブに含
めるディレクトリを直接指定してアーカイブを作成する

オプション -x、-y、-X、および -fは組み合わせて使用できます。この例では、オプ
ション -Xおよび -yが組み合わせて使用されています。アーカイブの名前は archive5

です。このアーカイブは、マスターシステムからコピーされますが、完全な複製で
はありません。

excludeファイルには、次のリストが含まれています。

/aaa
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例 3–12 アーカイブから除外するファイルとディレクトリをリストで指定し、アーカイブに含
めるディレクトリを直接指定してアーカイブを作成する (続き)

-yオプションにより、ディレクトリ /aaa/bbb/cccがアーカイブに含まれます。次の
コマンドにより、アーカイブが生成されます。

# flarcreate -n archive5 -X exclude -y /aaa/bbb/ccc archive5.flar

アーカイブのファイル構造を確認するには、次のように入力します。除外された
ディレクトリ (/aaa)であっても、コピーされたファイル (/aaa/bbb/ccc)が下位に存在
する場合、そのディレクトリも表示されていますが、実際にアーカイブに含まれて
いるのはコピーされたファイル ( /aaa/bbb/ccc)だけです。

# flar info -l archive5.flar

aaa

aaa/bbb

aaa/bbb/ccc

aaa/bbb/ccc/ddd

ggg

例 3–13 -zオプションを使用し、除外するファイルとディレクトリおよび含めるファイルと
ディレクトリをリストで指定して、アーカイブを作成する

この例では、アーカイブの名前は archive3です。これは、マスターシステムからコ
ピーされますが、同一のコピーではありません。選択するファイルおよびディレク
トリが、filter1ファイルに含まれます。ファイル内では、ディレクトリにプラス記
号 (+)またはマイナス (-)記号が付けられ、アーカイブから除外するかアーカイブに
含めるかが示されます。この例では、ディレクトリ /aaaに除外されることを示すマ
イナス記号が、サブディレクトリ /aaa/bbb/cccにアーカイブに含めることを示すプ
ラス記号が付けられています。filter1ファイルには、次のリストが含まれていま
す。

- /aaa

+ /aaa/bbb/ccc

次のコマンドにより、アーカイブが生成されます。

# flarcreate -n archive3 -z filter1 archive3.flar

アーカイブのファイル構造を確認するには、次のコマンドを入力します。除外され
たディレクトリ (/aaa)であっても、コピーされたファイル (/aaa/bbb/ccc)が下位に存
在する場合、そのディレクトリも表示されていますが、実際にアーカイブに含まれ
ているのはコピーされたファイル ( /aaa/bbb/ccc)だけです。

# flar info -l archive3.flar

aaa

aaa/bbb

aaa/bbb/ccc

aaa/bbb/ccc/ddd
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例 3–13 -zオプションを使用し、除外するファイルとディレクトリおよび含めるファイルと
ディレクトリをリストで指定して、アーカイブを作成する (続き)

ggg

▼ 更新されたマスターイメージを使用して Solarisフ
ラッシュ差分アーカイブを作成する方法
差分アーカイブを作成するには、比較する対象として、更新前のマスターイメージ
と更新されたマスターイメージの 2つが必要です。1つ目のイメージは、変更が加え
られていないマスターイメージです。このイメージはどこかに保存されていてアク
セスできる必要があります。2つ目のイメージは、マイナーチェンジにより変更が加
えられたマスターイメージです。このイメージのデフォルトの格納場所はルート (/)
ファイルシステムですが、他の場所に格納された場合でもアクセスが可能です。2つ
のイメージが用意できたら、2つのイメージの差分だけを含む差分アーカイブを作成
します。次に、更新前のマスターイメージを使用してインストールされたクローン
システムに差分アーカイブをインストールできます。

マスターシステムで変更の準備を行います。変更を加える前に、マスターシステム
で元のアーカイブの複製を作成する必要があります。

注 –更新前のマスターイメージのコピーが変更されないよう保護し、後でこのイ
メージをマウントできるようにしておく必要があります。

次のいずれかの操作を行い、更新前のマスターイメージを更新します。

■ パッケージを削除します。
■ パッケージまたはパッチを追加します。
■ 構成ファイルを変更します。
■ クローンシステム上にある周辺装置のサポートを追加します。

(省略可能)カスタムスクリプトを作成します。46ページの「カスタムスクリプトの
作成」を参照してください。

スーパーユーザーになるか、同等の役割を引き受けます。

役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細については、『Solarisの
システム管理 (セキュリティサービス)』の「RBACの構成 (作業マップ)」を参照して
ください。

更新前のマスターイメージを、マウントポイントで参照できるようにします。

1

2

3

4

5
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■ 更新前のマスターイメージが非アクティブのブート環境に格納されている場合
は、lumountコマンドを使用して参照可能にします。

# lumount BE_name mountpoint

BE_name 更新前のマスターイメージが格納されているブート環境の名前を
指定します

mountpoint イメージの格納されたルート (/)ファイルシステムを指定します

次の例では、非アクティブのブート環境の名前は unchanged_master1です。マウ
ントポイントは、マスターシステム上の /aディレクトリです。

# lumount unchanged_master1 /a

■ イメージがクローンに格納されている場合、NFSを使用してクローンをマウント
します。

a. マスターシステム上で、クローンのルート (/)ファイルシステムを共有し、ク
ローンシステム上でマスタールートのアクセス権を付与します。

# share -F nfs -o rw,root=master_system "/"

master_systemは、マスターシステムの名前です。
b. マスターシステム上で、クローンをマウントします。

# mount -F nfs clone_system:/ master_dir

clone_system マウントするシステムの名前を指定します。

master_dir 更新前のマスターイメージが格納されているディレクトリを指
定します。

■ ufsdumpコマンドを使用してイメージを保存した場合、ufsrestoreコマンドを使
用してコピーを取得します。これらのコマンドの使用方法については、『Solaris
のシステム管理 (デバイスとファイルシステム)』の第 26章「UFSバックアップお
よび復元コマンド (参照情報)」を参照してください。

差分アーカイブを作成します。
# flarcreate -n archive_name -A unchanged_master_image_dir \

options path/filename

archive_name アーカイブに付ける名前を指定します。指定する
archive_nameは、content_nameキーワードの値にな
ります。名前は、アーカイブ識別セクションに記
載されます。

-A unchanged_master_image_dir 新しいシステムイメージを
unchanged_master_image_dir引数で指定されたイ
メージと比較して、差分アーカイブを作成しま
す。デフォルトでは、新しいシステムイメージは
ルート (/)です。-Rオプションを使用してデフォル

6
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トを変更できます。unchanged_master_image_dir
は、UFS、NFS、または lumountコマンドを使用し
て格納またはマウントされた更新前システムイ
メージの格納先ディレクトリです。

内容選択用のオプションを使用して、一部の
ファイルを含めることも除外することもできま
す。オプションの一覧は、86ページの「flarコマ
ンド」を参照してください。

options オプションの詳細は、86ページの「flarコマン
ド」を参照してください。

path アーカイブファイルを保存するディレクトリへの
パスを指定します。パスを指定しない場
合、アーカイブファイルは現在のディレクトリに
保存されます。

filename アーカイブファイル名を指定します。

■ 差分アーカイブの作成が正常に完了すると、flarcreateコマンドは終了コード 0
を返します。

■ 差分アーカイブの作成が失敗すると、flarcreateコマンドは 0以外の終了コード
を返します。

アーカイブのインストール手順については、『Oracle Solaris 10 8/11インストールガイ
ド (カスタム JumpStart/上級編)』の「カスタム JumpStartインストールを使用して
Solarisフラッシュアーカイブをインストールする方法」を参照してください。

マスターシステム上の新規マスターイメージを使用して差分アーカイ
ブを作成する

次の例では、更新前のマスターイメージのディレクトリの名前は unchanged_master1

です。変更を含む新しいマスターイメージは、ルート (/)ディレクトリにおかれてい
るものとします。新しいマスターイメージが更新前のマスターイメージと比較さ
れ、その後、生成された差分アーカイブが圧縮されます。差分アーカイブ
は、diffarchive1.flarファイルに格納されます。アーカイブには、インストール時
に削除、変更、または追加されるファイルが含まれます。

# flarcreate -n diffarchive1 -A /a/unchanged_master1 -c diffarchive1.flar

例3–14
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非アクティブブート環境に格納されたイメージを使用して差分アーカ
イブを作成する

次の例では、更新前のマスターイメージ unchanged_master1が非アクティブブート環
境に格納されており、ブート環境をマウントすることによりアクセス可能になりま
す。新しいマスターイメージは、ルート (/)ディレクトリにおかれているものとしま
す。新しいマスターイメージが更新前のマスターイメージと比較され、その後、生
成された差分アーカイブが圧縮されます。アーカイブは、diffarchive4.flar内に格
納されます。アーカイブには、インストール時に削除、変更、または追加される
ファイルが含まれます。

# lumount unchanged_master1 /a

# flarcreate -n diffarchive4 -A /a -c diffarchive4.flar

▼ Solaris Live Upgradeを使用して Solarisフ
ラッシュ差分アーカイブを作成する方法
システムの更新を管理するには、Solaris Live Upgradeを使用してOSのコピーを作成
し、新しいブート環境を作成します。このコピーを、マイナーチェンジが加えられ
たマスターシステムと比較できます。こうして作成された Solarisフラッシュ差分
アーカイブを、クローンシステムにインストールできます。

Solaris Live Upgradeの詳細は、『Oracle Solaris 10 8/11インストールガイド (Solaris Live
Upgradeとアップグレードの計画)』の第 2章「Solaris Live Upgrade (概要)」を参照し
てください。

lucreateコマンドを実行して、変更されていないマスターシステムから新しい
ブート環境を作成します。

この新しいブート環境はマスターシステムの正確なコピーであり、差分アーカイブ
の作成に使用できます。

スーパーユーザーになるか、同等の役割を引き受けます。

役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細については、『Solarisの
システム管理 (セキュリティサービス)』の「RBACの構成 (作業マップ)」を参照して
ください。

2つのブート環境の状態をチェックします。
# lustatus copy_BE

boot environment Is Active Active Can Copy

Name Complete Now OnReboot Delete Status

------------------------------------------------------------------------

master_BE yes yes yes no -

copy_BE yes no no yes -

例3–15
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次のいずれかの操作を行い、マスターイメージを更新します。

■ パッケージを削除します。
■ パッケージまたはパッチを追加します。
■ 構成ファイルを変更します。
■ クローンシステム上にある周辺装置のサポートを追加します。

(省略可能)カスタムスクリプトを作成します。46ページの「カスタムスクリプトの
作成」を参照してください。

差分アーカイブを作成します。

a. 新しく作成されたブート環境をマウントします。
# lumount BE_name /a

b. マスターシステムとブート環境を比較して、差分アーカイブを作成します。
# flarcreate -n archive_name -A new_BE_dir\ options path/filename

archive_name アーカイブに付ける名前を指定します。

-A new_BE_dir 新しいシステムイメージと new BE_dir引数で指定されたイ
メージを比較して、差分アーカイブを作成します。

options オプションの一覧は、86ページの「flarコマンド」を参照して
ください。

path アーカイブファイルを保存するディレクトリへのパスを指定し
ます。パスを指定しない場合、アーカイブファイルは現在の
ディレクトリに保存されます。

filename アーカイブファイル名を指定します。

c. 新しいブート環境をマウント解除します。
# luumount copy_BE

flarcreateコマンドは終了コードを返します。

■ 作成に成功した場合、返される終了コードは 0です。
■ 障害が発生した場合、返される終了コードは 0以外です。

JumpStartプロファイルを使用して Solarisフラッシュ差分アーカイブをインストール
します。

インストールするクローンシステムが元のマスターシステムの複製でない場合、イ
ンストールに失敗します。
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次のプロファイル例では、デバイス c1t1d0s0に差分アーカイブ test.diffがインス
トールされます。
JumpStart profile

-----------------------

install_type flash_update

archive_location http server /rw/test.diff

root_device c1t1d0s0

Solaris Live Upgradeによる差分アーカイブの作成

この例では、現在のブート環境の名前は master_BEです。新しいブート環境の名前は
copy_BEです。ルート (/)ファイルシステムと /usrファイルシステムは、それぞれ s0

と s3に配置されています。lustatusコマンドにより、新しいブート環境のコピーが
完了したことが報告されます。マスターシステムに SUNWmanパッケージを追加しま
す。SUNWmanパッケージの追加によってマスターシステムが更新されたあ
と、flarcreateコマンドにより、変更されたマスターと変更されていない新しい
ブート環境の比較が行われ、差分アーカイブが作成されます。

# lucreate -c master_BE -m /:/dev/dsk/c0t1d0s0:ufs \

-m /usr:/dev/dsk/c0t1d0s3:ufs -n copy_BE

# lustatus

# pkgadd SUNWman

# lumount copy_BE /a

# flarcreate -n test.diff -c -A /a /net/server/export/test.diff

# luumount copy_BE

クローンシステムに差分アーカイブをインストールします。アーカイブのインス
トール手順については、『Oracle Solaris 10 8/11インストールガイド (カスタム
JumpStart/上級編)』の「カスタム JumpStartインストールを使用して Solarisフ
ラッシュアーカイブをインストールする方法」を参照してください。

次の図は、lucreateコマンドで新しいブート環境が作成される様子を示していま
す。

例3–16
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Solarisフラッシュアーカイブのインス
トールと管理 (作業)

この章では、Solarisインストールプログラムを使用して Solarisフラッシュアーカイ
ブをインストールする手順について説明します。他のインストールプログラムを使
用して Solarisフラッシュアーカイブをインストールする手順についても、参照情報
を示します。また、アーカイブを管理する手順についても説明します。

Solarisフラッシュアーカイブの作成時またはインストール時の制限について
は、表 2–1を参照してください。

注意 – Solarisフラッシュアーカイブを使用してOracle Solaris OSをインストールすると
きには、アーカイブとインストールメディアに含まれるオペレーティングシステム
のバージョンが一致している必要があります。たとえば、アーカイブに含まれるオ
ペレーティングシステムが Solaris 10で、DVDメディアを使用する場合には、Solaris
10 DVDメディアを使用してそのアーカイブをインストールする必要があります。オ
ペレーティングシステムのバージョンが一致しない場合には、ターゲットシステム
へのインストールは失敗します。

■ Solarisインストールプログラムを使用する場合は、66ページの「Solarisインス
トールプログラムによる Solarisフラッシュアーカイブのインストール」を参照し
てください。

■ カスタム JumpStartまたは Solaris Live Upgradeを使用する場合は、67ページ
の「Solarisフラッシュアーカイブをインストールするための参照情報」を参照し
てください。

■ アーカイブの分割や結合を行うには、68ページの「Solarisフラッシュアーカイブ
の管理」を参照してください。
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Solarisインストールプログラムによる Solarisフ
ラッシュアーカイブのインストール

Solarisインストールプログラムを使用して Solarisフラッシュアーカイブをインス
トールするには、次の手順に従います。

▼ Solarisフラッシュアーカイブのインストール
Solarisインストールプログラムを起動し、画面に従って「媒体の指定」画面まで進
みます。Solarisフラッシュのインストールを選んで続行します。
詳細な手順については、次のいずれかを参照してください。

■ SPARC:『Oracle Solaris 10 8/11インストールガイド (基本編)』の「Solarisインス
トールプログラムによるUFSファイルシステムのインストールまたはアップグ
レード」

■ x86:『Oracle Solaris 10 8/11インストールガイド (基本編)』の「Solarisインストール
プログラムによるUFSファイルシステムのインストールまたはアップグレード」

インストールに使用するメディアを指定します。

a. プロンプトに従って次の情報を入力します。

選択されたメディア プロンプト

DVDまたはCD Solarisフラッシュアーカイブを含むディスクを挿入してくださ
い。

ネットワークファイルシステ
ム

Solarisフラッシュアーカイブが置かれているネットワーク
ファイルシステムのパスを指定します。アーカイブのファイル
名も指定できます。

HTTP Solarisフラッシュアーカイブのアクセスに必要となるURL情
報とプロキシ情報を指定します。

FTP FTPサーバーと、Solarisフラッシュアーカイブのパスを指定し
ます。FTPサーバーへのアクセスに必要となるユーザーおよび
パスワードの情報を指定します。FTPサーバーへのアクセスに
必要となるプロキシ情報を指定します。

ローカルテープ Solarisフラッシュアーカイブが置かれているローカルテープデ
バイスとテープ上の位置を指定します。

DVD、CD、またはNFSサーバーに格納されたアーカイブのインストールを選択
した場合は、「フラッシュアーカイブの選択」画面が表示されます。

1

2
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b. ディスクまたはNFSサーバーに格納されたアーカイブについては、「フ
ラッシュアーカイブの選択」画面で、インストールする Solarisフラッシュアーカ
イブを選択します (1つでも複数でも可)。

c. 「フラッシュアーカイブの一覧」画面で選択されたアーカイブを確認し、「次
へ」をクリックします。

d. 「追加するフラッシュアーカイブ」画面で、別のアーカイブを含むメディアを指
定して、Solarisフラッシュアーカイブの追加インストールを実行できま
す。アーカイブをそれ以上インストールしない場合は、「なし」を選択します。

「次へ」をクリックしてインストールを続行します。

次の手順のいずれかを実行して、インストールを完了します。

■ SPARC:『Oracle Solaris 10 8/11インストールガイド (基本編)』の「Solarisインス
トールプログラムによるUFSファイルシステムのインストールまたはアップグ
レード」

■ x86:『Oracle Solaris 10 8/11インストールガイド (基本編)』の「Solarisインストール
プログラムによるUFSファイルシステムのインストールまたはアップグレード」

Solarisフラッシュアーカイブをインストールするための
参照情報

初期インストール用 Solarisフラッシュアーカイブは、任意の Solarisのインストール
方法でインストールできます。Solarisフラッシュ差分アーカイブをインストールす
るには、カスタム JumpStartまたは Solaris Live Upgradeを使用する必要があります。

注 – Oracle Solaris 10 9/10リリース以降では、自動登録はデフォルトで有効になってい
ます。Solarisフラッシュアーカイブの操作に対する自動登録の影響は、使用するイ
ンストール方法によって異なります。18ページの「Oracle Solaris 10 9/10リリースの
新機能」を参照してください。

Oracle Solaris 10 9/10以前のアーカイブを使用している場合、自動登録の影響はありま
せん。

3
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インストールの種
類 参照

Solarisフ
ラッシュアーカ
イブの初期イン
ストール

■ Solarisインストールプログラム。前述の手順、66ページの「Solarisインス
トールプログラムによる Solarisフラッシュアーカイブのインストール」を
参照してください。

■ Solaris Live Upgrade。『Oracle Solaris 10 8/11インストールガイド (Solaris Live
Upgradeとアップグレードの計画)』の「ブート環境への Solarisフ
ラッシュアーカイブのインストール」を参照してください。

■ カスタム JumpStartインストールプログラム。『Oracle Solaris 10 8/11インス
トールガイド (カスタム JumpStart/上級編)』の「プロファイルの作
成」と『Oracle Solaris 10 8/11インストールガイド (カスタム JumpStart/上級
編)』の「カスタム JumpStartインストールを使用して Solarisフ
ラッシュアーカイブをインストールする方法」を参照してください。

■ WANブートインストール。『Oracle Solaris 10 8/11インストールガイド
(ネットワークインストール)』の第 10章「WANブート (概要)」を参照して
ください。

Solarisフ
ラッシュ差分
アーカイブによ
る更新

■ カスタム JumpStartインストールプログラム。『Oracle Solaris 10 8/11インス
トールガイド (カスタム JumpStart/上級編)』の「プロファイルの作
成」と『Oracle Solaris 10 8/11インストールガイド (カスタム JumpStart/上級
編)』の「カスタム JumpStartインストールを使用して Solarisフ
ラッシュアーカイブをインストールする方法」を参照してください。

■ Solaris Live Upgrade。『Oracle Solaris 10 8/11インストールガイド (Solaris Live
Upgradeとアップグレードの計画)』の「プロファイルを使用して Solarisフ
ラッシュアーカイブをインストールする」を参照してください。

Solarisフラッシュアーカイブの管理
flarコマンドは、アーカイブの管理に使用します。1つのアーカイブを複数のセク
ションに分割できます。これらのセクションに対し変更、追加、または削除を実行
してから結合して、アーカイブを作成できます。アーカイブに関する情報を取得す
ることもできます。

注意 –アーカイブセクションは変更しないようにしてください。変更するとアーカイ
ブの整合性に悪影響が及びます。

Solarisフラッシュアーカイブの分割
アーカイブを複数のセクションに分割し、その一部を変更したり、新たなセク
ションを追加したり、セクションを削除したりできます。セクションの変更後
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に、セクションを結合して新規アーカイブを作成する必要があります。たとえ
ば、ユーザー定義セクションの追加や、アーカイブ識別セクションの変更を実行で
きます。アーカイブセクションは変更しないようにしてください。変更すると
アーカイブの整合性に悪影響が及びます。

flar splitコマンドは、Solarisフラッシュアーカイブを複数のセクションに分割しま
す。flarコマンドは、各セクションを、現在のディレクトリまたは指定された
ディレクトリ内の別個のファイルにコピーします。ファイルには、セクション名か
らとった名前が付けられます。たとえば、アーカイブCookieセクションは、cookie

と名付けられたファイルに保存されます。flar splitコマンドでは、1つのセク
ションだけを保存するように指定できます。このコマンドの構文は次のとおりで
す。

flar split [-d dir] [-u section] [-f archive] [-S section] [-t [-p posn] [- b blocksize]] filename

-d dir コピーするセクションを、現在のディレクトリからではなく dirから取得
します。

-u section ■ このオプションを使用した場合、flarはCookieセクション、識別セ
クション、アーカイブセクション、および sectionセクションをコ
ピーします。1つのセクション名を指定することも、あるいは空白で
区切って複数のセクション名を指定することも可能です。

■ このオプションを使用しない場合、flarはCookieセクション、識別
セクション、およびアーカイブセクションのみをコピーします。

-f archive アーカイブセクションを、archiveという名前のファイルに入れるのでは
なく、archiveというディレクトリに抽出します。

-S section アーカイブから sectionと名付けられたセクションだけをコピーしま
す。これは、ユーザー定義セクションです。

例 4–1 アーカイブの分割

次の例では、archive1.flarが 3つのファイルに分割されます。

■ cookie –アーカイブの最初の行。アーカイブフォーマットのバージョンを示しま
す。この識別子は変更しないでください。

■ identification –アーカイブ識別セクションのコピー。すべてのキーワードと値
のペアを保持します。

■ archive –アーカイブ本体。このファイルは圧縮可能です。

# flar split archive1.flar

アーカイブの分割後に、アーカイブ識別セクションの変更またはユーザー定義セク
ションの追加を実行できます。その後、セクションを結合してアーカイブを再作成
できます。
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Solarisフラッシュアーカイブの結合
アーカイブをセクションに分割した後で、セクションを結合して新規アーカイブを
作成できます。

flar combineコマンドは、個別のセクションから Solarisフラッシュアーカイブを作
成します。次の表に、flarコマンドがセクションの結合を処理する方法について説
明します。

条件 説明

最小ファイル数 各セクションは、セクション名を名前に持つ個々のファイル内にあると
見なされます。次の 3つのファイルが存在している必要があります。
■ アーカイブCookieセクション (cookie)
■ アーカイブ識別セクション (identification)
■ アーカイブファイルセクション (archive)

アーカイブのコピー方
法

archiveがディレクトリである場合、結合されたアーカイブにディレクト
リを含める前に、cpioコピーユーティリティーを使用して内容をアーカ
イブします。
■ cpioはデフォルトのコピー方法です。個別のファイルのサイズを 4G
バイトより大きくすることはできません。

■ paxは、大規模なファイルを処理するためのコピー方法で
す。flarcreateコマンドと -L paxオプションを指定して pax

ユーティリティーを使用すると、個別ファイルのサイズ制限なしで
アーカイブが作成されます。個別のファイルのサイズは 4Gバイトよ
り大きくできます。

アーカイブの圧縮 アーカイブ識別セクションにアーカイブの圧縮が指定されている場
合、flarは新しく結合されたアーカイブのコンテンツを圧縮します。

検査 どのセクションについても検証は何も行われません。たとえば、アーカ
イブ識別セクション内のどのフィールドについても、検証や更新は行わ
れません。

flar combineコマンドのコマンド構文は次のとおりです。

flar combine [-d dir] [-u section] [-t [-p posn] [- b blocksize]] filename

-d dir 結合するセクションを、現在のディレクトリからではなく dirから取得
します。

-u section
■ このオプションを使用した場合、flarはCookieセクション、識別セ
クション、アーカイブセクション、および sectionセクションをコ
ピーします。1つのセクション名を指定することも、あるいは空白で
区切って複数のセクション名を指定することも可能です。
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■ このオプションを使用しない場合、flarはCookieセクション、識別
セクション、およびアーカイブセクションのみをコピーします。

例 4–2 Solarisフラッシュアーカイブの結合

この例では、アーカイブCookieセクション、アーカイブ識別セクション、および
アーカイブファイルセクションが結合して、完成したアーカイブになりま
す。アーカイブ名は newarchive.flarです。

# flar combine newarchive.flar

例 4–3 Solarisフラッシュアーカイブの結合とユーザー定義セクションの追加

この例では、アーカイブCookieセクション、アーカイブ識別セクション、アーカイ
ブファイルセクション、およびユーザー定義セクションが結合して、完成した
アーカイブになります。アーカイブ名は newarchive.flarです。ユーザー定義セク
ションの内容は、現在のディレクトリ内の user_definedという名前のファイルの中
にあります。

# flar combine -u user_defined newarchive.flar

アーカイブからの情報の抽出
flar infoコマンドを使用して、作成済みのアーカイブに関する情報を取得しま
す。このコマンドの構文は次のとおりです。

flar info [-l] [-k keyword] [-t [- p posn] [-b blocksize ]] filename

-k keyword キーワード keywordの値のみを返します。

-l アーカイブセクション内のすべてのファイルをリスト表示します。

例 4–4 アーカイブセクション内のファイルの一覧表示

この例では、アーカイブ archive3.flarのファイル構造がチェックされます。

# flar info -l archive3.flar

aaa

aaa/bbb

aaa/bbb/ccc

aaa/bbb/ccc/ddd

aaa/eee
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障害回復イメージの作成と使用

次の手順を使用して、システムを「工場出荷時」の状態に復元するために使用でき
るフラッシュアーカイブの回復イメージを作成することができます。

■ 73ページの「FLARイメージの作成と保存」
■ 76ページの「FLARイメージによるシステムイメージの回復」

回復イメージに関連した手順
次の手順では、障害の発生したディスクドライブから回復させるためにターゲット
システムにロードできるフラッシュアーカイブイメージを作成する最も簡単な手順
について説明します。

▼ FLARイメージの作成と保存
これらの手順を実行するには、次のものを利用できる必要があります。

■ インストールCDやDVDなどの初期ブートメディア、またはネットインストール
サービス

■ システムの外部にある、FLARイメージ用の記憶領域

イメージの適用対象となるディスクドライブのパーティションテーブルを記録しま
す。

この手順では、置換用のディスクドライブのサイズが同じで、元のドライブと同じ
ようにパーティション分割されていることを前提としています。

5第 5 章

始める前に

1

73



次の 2つの方法のいずれかを使用して、ディスクドライブのパーティションテーブ
ルに関する情報を取得します。

■ スーパーユーザー (ルート)として、formatコマンドを使用して、FLARイメージの
取得元のドライブのパーティションテーブルを出力します。
# format

formatコマンドは、パーティションの名前を表示します。

a. リストからブートドライブを選択します。
通常は、リスト内の最初のディスクがブートドライブです。

b. partitionサブコマンドを使用して、「PARTITION MENU」にアクセスします。

c. quitサブコマンドを使用して、「PARTITION MENU」を終了します。

d. quitサブコマンドを使用して、Formatアプリケーションを終了します。
詳細は、format(1M)のマニュアルページを参照してください。

■ スーパーユーザー (ルート)として、prtvtocコマンドを使用してパーティション情
報を生成します。
# prtvtoc /dev/dsk/c0t0d0s0

prtvtocコマンドは、各パーティションのシリンダの数でパーティションのサイ
ズを表示します。

情報を安全な場所に保管します。この情報は、回復時にシステムイメージの復元を
行うときに使用します。

FLARイメージを作成する場所に十分な容量があることを確認します。
FLARアーカイブには、圧縮なしで最大 15Gバイトの容量が必要です。
# df -h /tmp

注 – /tmpに十分な容量がない場合は、代わりに /exportなどの別のファイルシステム
を試してみてください。その場合は、次の手順で、/tmpの代わりに、/exportなどの
代替ファイルシステムを使用します。

システムを停止し、シングルユーザーモードでリブートします。

システムを停止する手順については、『Solarisのシステム管理 (基本編)』の「スタン
ドアロンシステムをシャットダウンする方法」を参照してください。

■ SPARCシステムの場合は、次のようにブートします。
>OK boot -s

2

3
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詳細については、『Solarisのシステム管理 (基本編)』の「システムを実行レベル S
(シングルユーザーレベル)でブートする方法」を参照してください。

■ x86システムの場合は、『Solarisのシステム管理 (基本編)』の「システムを実行レ
ベル S (シングルユーザーレベル)でブートする方法」の手順に従ってブートしま
す。

FLARアーカイブを作成します。

次の例に示すように、flarcreateコマンドを実行します。

この例で、FLARイメージは、 /tmpの下の FLAR_recoveryという名前のディレクトリ
に保存されます。FLARイメージの名前は、newsystem_recovery.flarになります。

# mkdir /FLAR_recovery

# flarcreate -n my_recovery_image -x /FLAR_recovery \

/FLAR_recovery/newsystem_recovery.flar

上記の例では、

■ -n my_recovery_imageによって名前が FLARイメージに埋め込まれます。この名
前は、システム用の FLARイメージであることがすぐ見分けられるように、一意
でわかりやすいものにしてください。

■ -x /FLAR_recoveryによって、回復イメージに必要のない /FLAR_recoveryディレ
クトリとその内容が FLARイメージから除外されます。

注 –デフォルトでは、flarcreateコマンドは、「スワップ」パーティションにあ
る項目を無視します。

■ /FLAR_recovery/newsystem_recovery.flarは、FLARイメージのパスおよびファイ
ル名です。このファイル名は、システム用の FLARイメージであることがすぐ見
分けられるように、一意でわかりやすいものにしてください。

FLARイメージを、システムの外部にある安全な場所に保存します。

FLARイメージは、ブートデバイス以外のローカルのストレージデバイス、または
NFSを介したリモートの場所に保存する必要があります。ストレージデバイスまた
はリモートの場所は、回復時にシステムからアクセスできる必要があります。

次の例に示すように、新しい FLARを安全な場所に保存します。
# cp /FLAR_recovery/newsystem_recovery.flar \

/net/my-safe-machine/FLAR_image

4

5

回復イメージに関連した手順

第 5章 • 障害回復イメージの作成と使用 75

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E24845&id=SYSADV1hbsparcboot-83723
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E24845&id=SYSADV1hbsparcboot-83723
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E24845&id=SYSADV1fvzqr
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E24845&id=SYSADV1fvzqr


▼ FLARイメージによるシステムイメージの回復
回復プロセスは、選択したインストール方法を使用して通常のインストールとして
開始されます。ブート方式でインストールする代わりに、インストーラを使用して
FLARイメージからインストールします。

次のいずれかのオプションを使用して、ブートプロセスを開始します。

■ 初期ブートメディア (インストールCD/DVD)を使用します。

■ ネットインストールサービスを使用します。
ok> boot net

システムのネットワーク、日時、およびパスワードの情報を指定します。

「媒体の指定」画面が表示されたら、「ネットワークファイルシステム」を選択し
ます。

「ネットワークファイルシステムのパスの指定」画面で、システムの外部にある
FLARイメージの場所のパスを指定します。

たとえば、次のようなパスを入力します。

/net/my-safe-machine/FLAR_image/newsystem_recovery.flar

「フラッシュアーカイブの一覧」画面が表示されます。

■ ファイル情報が正しい場合は、「次へ」をクリックします。

■ ファイル情報が正しくない場合は、「すべてのアーカイブを選択解除」をク
リックすると、正しい情報を使ってこの手順を繰り返すことができます。

FLARイメージの場所を指定します。

この例では、場所は次のようになります。

my-safe-machine:/FLAR_image/newsystem_recovery.flar

「ディスクの選択」画面で、FLARイメージをインストールするディスクを選択しま
す。

既存のデータを保持しないという選択をします。

1

2

3

4

5

6

7
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「ファイルシステムおよびディスクの配置」画面で、「カスタマイズ」を選択
し、ディスクスライスを編集して、元のディスクのディスクパーティションテーブ
ルの値を入力します。

パーティションテーブルは、ディスクの各スライスに対応していま
す。パーティションテーブルのパーティション 0は、ハードドライブのスライス 0
(s0)にマッピングされます。

■ パーティションテーブルの出力との一致精度を上げるために、スライスサイズ
を「シリンダ」に表示できます。パーティション形式で「Cyl」を選択すると、シ
リンダ数で形式が表示されます。

■ スライス 2のサイズは変更しないでください。スライス 2は、割り当てられる容
量に関係なくディスク全体を網羅する必要があります。

■ パーティション形式の「開始」と「サイズ」の値を取得するには、前に prtvtoc

コマンドを実行したときに記録したパーティション情報を使用しま
す。パーティション形式の「開始」の値を取得するには、「First Sector」の値
を「Sectors/Cylinder」の値で割ります。両方とも、prtvtocコマンドの出力にあり
ます。パーティション形式の「サイズ」の値は、「Sector
Count」を「Sectors/Cylinder」の値で割ると得られます。この情報も、prtvtocコ
マンドの出力から得られます。

■ 置換用のディスクに元のディスクより多くの記憶容量がある場合
は、パーティション分割して利用可能な容量を使用できます。ただし、各
パーティションに少なくとも元のディスクで割り当てられていたのと同じ容量を
割り当てる必要があります。

システムをリブートすると、回復が完了します。

(省略可能)デバイスツリーの再構築
上記の回復の手順では、回復イメージを作成してから回復を実行するまでの
間、ハードウェアコンポーネントを追加、削除、または移動していないことを前提
としています。ただし、ハードウェアの変更後にシステムを回復した場合は、デバ
イスツリー (/devと /devices)を更新する必要があることがあります。この更新
は、再構成時のシステムのリブートを使用するか、devfsadmコマンドを使用し
て、実行できます。

デバイスツリーを再構築するには、ルートレベルユーザーとして、次に示すように
devfsadmコマンドを使用します。
# devfsadm -C

追加情報
■ Solarisオペレーティングシステムでの災害復旧用のフラッシュアーカイブの使用
法

8

9
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■ 『Oracle Solaris ZFS管理ガイド』の「ZFSルートファイルシステムのインストール
(Oracle Solarisフラッシュアーカイブインストール)」

■ 『Oracle Solaris 10 8/11インストールガイド (ネットワークインストール)』
■ 『Oracle Solaris 10 8/11インストールガイド (カスタム JumpStart/上級編)』
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Solarisフラッシュ (リファレンス)

この章では、Solarisフラッシュのセクション、キーワード、およびキーワード値に
ついて説明します。また、flarコマンドのオプションについても説明します。

Solarisフラッシュアーカイブの作成時またはインストール時の制限について
は、表 2–1を参照してください。

■ 79ページの「Solarisフラッシュアーカイブセクションの説明」
■ 81ページの「Solarisフラッシュのキーワード」
■ 86ページの「Solarisフラッシュ flarコマンド」

Solarisフラッシュアーカイブセクションの説明
各 Solarisフラッシュアーカイブは、セクションにグループ化されます。一部のセク
ションは、Solarisフラッシュソフトウェアにより生成されるため、ユーザーが入力
する必要はありません。一部のセクションは入力が必須であったり、情報追加が可
能であったりします。次の表で、各セクションについて説明します。

表 6–1 フラッシュアーカイブのセクション

セクション名 説明
アーカイブに
必要

ユーザー入力
が必要

アーカイブCookie 最初のセクションには、ファイルを Solarisフラッシュアーカイブ
として識別する cookieが含まれます。配置処理では、識別および
検証に cookieを使用します。アーカイブを有効にするため
に、cookieが必要です。

はい いいえ
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表 6–1 フラッシュアーカイブのセクション (続き)

セクション名 説明
アーカイブに
必要

ユーザー入力
が必要

アーカイブ識別 2番目のセクションには、アーカイブを識別する情報を値とする
キーワードが含まれます。ソフトウェアは、次に示すような情報
を生成します。
■ アーカイブの ID番号
■ アーカイブのメソッド (cpioなど)
■ 作成日 (デフォルト情報)

Solarisフラッシュアーカイブの名前はユーザーが指定する必要が
あります。このほかに、アーカイブについて次の情報も指定でき
ます。
■ アーカイブの作者
■ アーカイブの作成日
■ アーカイブを作成したマスターシステムの名前

アーカイブに関するキーワードのリストについては、82ページ
の「アーカイブ識別セクションのキーワード」を参照してくださ
い。

はい 内容
は、ユーザーと
ソフト
ウェアの両
方で生成さ
れます

マニフェスト クローンシステムの検証に使用される Solarisフラッシュアーカイ
ブのセクション。マニフェストセクションには、クローンシステ
ムに保持、追加または削除されるシステム上のファイルが一覧表
示されます。インストールされるファイルが、このリストセット
と一致しない場合、インストールは失敗します。このセクション
は、情報提供専用です。このセクションは、ファイルを内部形式
でリストするため、スクリプトの記述には使用できません。

flarcreate -Mオプションを使用して差分アーカイブを作成すれ
ば、このセクションを除外することも可能です。ただしアーカイ
ブの検証が行われなくなるため、このセクションを除外すること
は推奨しません。

いいえ いいえ

配置前、配置後、再起
動

このセクションには、OSイメージのインストール前および後にフ
ラッシュソフトウェアが使用する内部情報が含まれます。指定し
たすべてのカスタマイズスクリプトが、このセクションに保存さ
れます。

はい いいえ

サマリー このセクションには、アーカイブ作成に関するメッセージが含ま
れます。また、配置前スクリプトのアクティビティーが記録され
ます。

はい 内容
は、ユーザーと
ソフト
ウェアの両
方で生成さ
れます
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表 6–1 フラッシュアーカイブのセクション (続き)

セクション名 説明
アーカイブに
必要

ユーザー入力
が必要

ユーザー定義 このセクションは、アーカイブ識別セクションの次に存在しま
す。アーカイブには、ゼロ以上のユーザー定義セクションを含め
ることができます。これらのセクションは、アーカイブの抽出処
理では処理されません。これらのセクションは別個に取り出さ
れ、内容の説明に使用されます。

いいえ はい

アーカイブファイル アーカイブファイルセクションには、マスターシステムから収集
されたファイルがバイナリデータで含まれます。このセクション
は、section_begin=archiveで始まりますが、セクションの終了境
界を示すものはありません。

はい いいえ

Solarisフラッシュのキーワード
Solarisフラッシュのキーワードは、カスタム JumpStartのキーワードと類似していま
す。どちらのキーワードも、インストール要素を定義します。各キーワード
は、Solarisフラッシュソフトウェアによるクローンシステムへのソフトウェアのイ
ンストール方法の一部分を制御するコマンドです。

次のガイドラインに従って、キーワードおよび値の書式を指定します。

■ キーワードと値は 1つの等号で区切られ、1行に 1つのキーワードと１つの値を
指定します

■ キーワードは、大文字と小文字を区別しません
■ 個々の行の長さに制限はありません

一般的なキーワード
Solarisフラッシュアーカイブの各セクションは、section_beginと section_end

キーワードで定義されます。たとえば、アーカイブファイルセクションには、値の
異なる section_beginキーワードが含まれます。ユーザー定義アーカイブセクション
は、section_beginと section_endキーワードで区切られ、各キーワードには、その
セクションに適した値が指定されます。section_beginと section_endキーワードの
値を次の表に示します。

表 6–2 section_beginと section_endキーワードの値

アーカイブのセクション section_beginと section_endキーワードの値

アーカイブCookie cookie -このセクションは、section_beginと section_end

キーワードで区切られません。

アーカイブ識別 identification

Solarisフラッシュのキーワード

第 6章 • Solarisフラッシュ (リファレンス) 81



表 6–2 section_beginと section_endキーワードの値 (続き)
アーカイブのセクション section_beginと section_endキーワードの値

ユーザー定義セクション section_name。section_name キーワードの一例
は、X-user_section_1です。

アーカイブファイル アーカイブ

アーカイブ識別セクションのキーワード
次の表に、アーカイブ識別セクションで使用されるキーワードと、これらに定義可
能な値を示します。

各セクションでは、表 6–3に示したキーワードがセクションの区切りに使用されま
す。

表 6–3 アーカイブ識別セクションのキーワード:一般的なキーワード

キーワード 値の定義 値 必要

section_begin

section_end

これらのキーワードは、アーカイブ内のセクションの区切
りに使用されます。使用は、アーカイブ識別セクションに
限定されません。これらのキーワードの詳細は、81ページ
の「一般的なキーワード」を参照してください。

テキスト はい

次のキーワードは、識別セクションで使用され、アーカイブファイルセクションの
内容を説明します。

表 6–4 アーカイブ識別セクションのキーワード:アーカイブファイルセクションの内容

キーワード 値の定義 値 必要

archive_id (省略可能) このキーワードは、アーカイブの内容を独自の方法で説明し
ます。この値は、インストールソフトウェアにより、アーカ
イブインストール時のアーカイブの内容確認にのみ使用され
ます。キーワードが存在しない場合、整合性チェックは行わ
れません。

たとえば、archive_idキーワードを FlAsH-ARcHive-2.0に設
定できます。

テキスト いいえ
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表 6–4 アーカイブ識別セクションのキーワード:アーカイブファイルセクションの内容 (続き)
キーワード 値の定義 値 必要

files_archived_method このキーワードは、ファイルセクションで使用されるアーカ
イブ方法を記述します。
■ このキーワードが存在しない場合、ファイルセクション
は、ASCIIヘッダーをもつ cpioフォーマットと見なされ
ます。このフォーマットは、cpio -cオプションです。

■ このキーワードが存在する場合、値は次のいずれかにな
ります。

■ cpio –ファイルセクション内のアーカイブは、ASCII
ヘッダーを持つ cpio形式になります。

■ pax –ファイルセクション内のアーカイブは、拡張 tar

交換形式を持つ pax形式になります。paxユーティリ
ティーを使用すると、4Gバイトを超えるファイルを
アーカイブおよび抽出できます。

files_compressed_methodが存在する場合、そこで指定された
圧縮方法がこの files_archived_methodキーワードで指定され
たアーカイブ方法で作成されるアーカイブファイルに適用さ
れます。

テキスト いいえ

files_archived_size このキーワード値は、アーカイブファイルセクションのサイ
ズをバイトで表現した値です。

数値 いいえ

files_compress_method このキーワードは、ファイルセクションで使用される圧縮ア
ルゴリズムを示します。
■ キーワードが存在する場合、次のいずれかの値を指定で
きます。

■ none –アーカイブファイルセクションは圧縮されませ
ん。

■ compress –アーカイブファイルセクション
は、compressコマンドを使用して圧縮されます。

■ このキーワードが存在しない場合、アーカイブファイル
セクションは非圧縮と判断されます。

このキーワードで指定された圧縮方法
は、files_archived_methodキーワードで指定されたアーカイ
ブ方法で作成されるアーカイブファイルに適用されます。

テキスト いいえ

files_unarchived_size このキーワードは、抽出されたアーカイブの累積サイズをバ
イトで定義します。この値は、ファイルシステムのサイズ検
証に使用されます。

数値 いいえ
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次のキーワードは、アーカイブ全体に関する情報を提供します。通常、これらの
キーワードは、アーカイブの選択および管理を支援する目的で使用されます。これ
らのキーワードはすべてオプションであり、各アーカイブの識別を容易にするため
に使用されます。これらのキーワードを含めるには、flarcreateコマンドのオプ
ションを使用します。詳細は、例 3–9を参照してください。

表 6–5 アーカイブ識別セクションのキーワード:ユーザーによるアーカイブの記述

キーワード 値の定義 値 必要

creation_date このキーワード値は、アーカイブの作成時刻を表すタ
イムスタンプのテキストです。
■ flarcreateコマンドに -iオプションを使用し
て、日付を作成できます。

■ flarcreateコマンドを使用して作成日付を指定しな
い場合、デフォルトの日付がグリニッジ標準時
(GMT)で設定されます。

■ 値は、ISO-8601に準拠し、時間指示子なしの完全基
本カレンダ形式で指定する必要があります
(ISO-8601,§5.4.1(a))。書式は、CCYYMMDDhhmmss
です。たとえば、20000131221409は、2000年 1月 31
日、22時 14分 09秒を示します。

テキスト いいえ

creation_master このキーワード値には、アーカイブの作成に使用した
マスターシステムの名前を指定します。flarcreate -m

オプションを使用して、この値を指定できます。値を
指定しない場合、uname -nコマンドから値が取得され
ます。

テキスト いいえ

content_name このキーワードにより、アーカイブが識別されま
す。この値は、flarcreate -nオプションから生成され
ます。この値を作成する際、次のガイドラインに
従ってください。
■ 256文字を超える長さの記述名を指定することはで
きません。

■ 説明には、アーカイブの機能および目的を記述する
必要があります。

テキスト はい

content_type このキーワード値により、アーカイブのカテゴリが指
定されます。値の生成には、flarcreate -Tオプション
を使用します。

テキスト いいえ

content_description このキーワード値は、アーカイブの内容を示しま
す。このキーワードの値の長さに制限はありませ
ん。この値の作成には、flarcreate -Eオプションを使
用します。

テキスト いいえ
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表 6–5 アーカイブ識別セクションのキーワード:ユーザーによるアーカイブの記述 (続き)
キーワード 値の定義 値 必要

content_author このキーワード値は、アーカイブの作成者を示しま
す。この値の作成には、flarcreate-aオプションを使
用します。作成者のフルネームと電子メールアドレス
を含めることをお勧めします。

テキスト いいえ

content_architectures このキーワード値は、アーカイブがサポートする
カーネルアーキテクチャーのリストで、コンマで区切
られています。
■ このキーワードが存在する場合、インストールソフ
トウェアは、アーカイブがサポートするアーキテク
チャーのリストを参照して、クローンシステムの
カーネルアーキテクチャーを検証します。アーカイ
ブがクローンシステムのカーネルアーキテク
チャーをサポートしていない場合、インストールは
失敗します。

■ キーワードが存在しない場合、インストールソフト
ウェアはクローンシステムのアーキテクチャーを検
証しません。

テキストの
リスト

いいえ

次のキーワードも、アーカイブ全体の説明に使われます。デフォルトでは、値
は、フラッシュアーカイブの作成時に unameで指定されます。ルートディレクトリが
/ではないフラッシュアーカイブを作成すると、アーカイブソフトウェアにより、こ
れらのキーワードに対して文字列UNKNOWNが挿入されます。例外
は、creation_node、creation_release、および creation_os_nameキーワードです。

■ creation_nodeでは、ソフトウェアは nodenameファイルの内容を使用します。
■ creation_releaseおよび creation_os_nameでは、ソフトウェアは rootディレクト
リの /var/sadm/system/admin/INST_RELEASEの内容を使用しようとします。ソフト
ウェアがこのファイルの読み込みに失敗した場合、値UNKNOWNが割り当てら
れます。

これらのキーワードの値は設定方法に関係なく、上書きできません。

表 6–6 アーカイブ識別セクションのキーワード:ソフトウェアによるアーカイブの記述

キーワード 値

creation_node uname -nから返される値

creation_hardware_class uname -mから返される値

creation_platform uname -iから返される値

creation_processor uname -pから返される値
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表 6–6 アーカイブ識別セクションのキーワード:ソフトウェアによるアーカイブの記述 (続
き)
キーワード 値

creation_release uname -rから返される値

creation_os_name uname -sから返される値

creation_os_version uname -vから返される値

ユーザー定義セクションのキーワード
Solarisフラッシュアーカイブで定義されるキーワードに加えて、ほかのキーワード
も定義できます。Solarisフラッシュアーカイブはユーザー定義のキーワードを無視
しますが、アーカイブ識別セクションを処理してユーザー定義のキーワードを使用
するスクリプトやプログラムを、ユーザーが作成することもできます。ユーザー定
義キーワードを作成する際、次の書式に従います。

■ キーワード名を Xで始めます。
■ 改行、等号、空文字以外の任意の文字を使用してキーワードを作成します。
■ ユーザー定義キーワードの命名規則には、定義済みのキーワードに対して使用さ
れる、下線で区切る記述方法を推奨します。他によく使われる命名規則として
は、Javaパッケージの命名に類似したフェデレーテッド規則があります。

たとえば、X-departmentはユーザー定義のキーワードとして有効です。

オプションを使用して、アーカイブ識別セクションにユーザー定義キーワードを含
める具体例は、例 3–9を参照してください。

Solarisフラッシュflarコマンド
Solarisフラッシュ flarコマンドを使用して、Solarisフラッシュアーカイブを作成お
よび管理できます。

flarコマンド
flarコマンドは、次のオプションを指定して使用できます。

■ flarcreateはアーカイブを作成する
■ flar combineは 2つのアーカイブを結合する
■ flar splitはアーカイブをセクションに分割する
■ flar infoはアーカイブの構造をチェックする
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flarcreateコマンドは、マスターシステムから Solarisフラッシュアーカイブを作成
するために使用します。このコマンドは、マスターシステムがマルチ
ユーザーモードまたはシングルユーザーモードで稼働している時に使用できま
す。また、flarcreateは、マスターシステムが次のメディアからブートしている時
にも使用できます。

■ Oracle Solaris Operating System DVD

注 – Oracle Solaris 10 9/10リリース以降では、DVDのみ入手できます。Solaris
SOFTWARE CDは入手できなくなりました。

■ Solaris SOFTWARE - 1 CD
■ DVDまたはCDの Solarisネットワークインストールイメージ

Solarisフラッシュアーカイブを作成する時は、マスターシステムはできるだけ静的
な状態にしておく必要があります。

注 –次のいずれのコマンドを使用しても、Solarisフラッシュアーカイブを作成できま
す。

■ 2語として: flarと createサブコマンド
■ 1語として: flarcreate

このコマンドの構文は次のとおりです。

flarcreate -n archive_name [- R root] [-A unchanged_master_image_dir ] [-H][-I]

[-M][[- S]-c][-t [-p posn] [-b blocksize]][- i date][-u section ...][-m master][- f

[list_filename| -] [-F][- a author][-e descr |-E descr_file][-L pax] [-T type][-U
key=val ...][- x exclude_dir/filename] [-y include_dir/filename] [-z list_filename ] [-X

list_filename] path/filename

flar combine [-d dir] [-u section...] [-t [- p posn] path/filename

flar split [-d dir] [-u section...] [-f] [-S section] [-t [- p posn] path/filename

flar info [-l] [-k keyword ] [-t [-p posn] path/filename

上記のコマンド行の pathは、アーカイブファイルを保存するディレクトリで
す。filenameは、アーカイブファイルの名前です。パスを指定しない場合、アーカイ
ブファイルは現在のディレクトリに保存されます。
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表 6–7 flarコマンドのコマンド行オプション

オプション 説明

必須オプション

-n archive_name このオプションの値は、アーカイブの名前です。指定する
archive_nameは、content_nameキーワードの値になります。

圧縮用のオプション

-c compress(1)を使用してアーカイブを圧縮します。

ディレクトリとサイズを指定するオプション

-R root rootに指定されたファイルシステムで始まるファイルシステムツ
リーからアーカイブを作成します。このオプションを指定しない場
合、flarcreateはルート (/)ファイルシステムで始まるファイルシス
テムからアーカイブを作成します。

-S アーカイブにサイズ情報を含めません。

-H ハッシュ識別子を生成しません。

差分アーカイブを作成するオプション

-A

unchanged_master_image_dir
新しいシステムイメージを unchanged_master_image_dir引数で指定さ
れたイメージと比較して、差分アーカイブを作成します。デフォル
トでは、新しいシステムイメージはルート (/)です。-Rオプションを
使用してデフォルトを変更できます。unchanged_master_image_dirは
格納された、またはUFS、NFS、または lumountコマンドを使用して
マウントされた更新前マスターシステムイメージの格納先ディレク
トリです。

次に説明されている内容を選択するオプションを使用して、差分
アーカイブに対するファイル選択を変更できます。

-M マニフェストファイルを除外します。このオプションを使用する
と、差分アーカイブに対する検証は行われません。差分アーカイブ
の作成時に、flarcreateはシステム内の変更されないファイル、変
更されるファイル、アーカイブから削除されるファイルの長いリス
トを作成します。このリストは、アーカイブのマニフェストセク
ションに保存されます。差分アーカイブの配置時に、ソフトウェア
はこのリストを使用してファイルごとにチェックを行い、クローン
システムの整合性が維持されることを保証します。このオプション
を使用すると、このチェックが省略され、差分アーカイブ内のマニ
フェストセクションが使用するスペースを節約できます。ただ
し、インストール時に時間とディスク容量が節約できることと、整
合性のチェックが実行されない影響とを比較考慮する必要がありま
す。検証が実行されなくなるため、このオプションの使用は推奨し
ません。

内容を選択するオプション
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表 6–7 flarコマンドのコマンド行オプション (続き)
オプション 説明

注意 – flarcreateのファイル除外オプションは、注意して使用してください。一部のディレクトリ
を除外する際、気づかずにシステム構成ファイルなどの他のファイルがアーカイブに残ってしま
う場合があります。この場合、システムの整合性が損なわれるため、インストールが失敗してし
まいます。ディレクトリやファイルの除外は、大規模なデータファイルなど、システムを破綻さ
せることなく容易に削除可能なデータに対して行うのが最善です。

-y include_dir/filename コマンド行で指定されたファイルおよびディレクトリをアーカイブ
に追加します。ディレクトリは除外するが、個々のサブディレクト
リやファイルを含める場合、このオプションを使用します。

include_dir/filenameには、含めるサブディレクトリやファイルの名前
を指定します。

-f list_filename リストからファイルおよびディレクトリをアーカイブに追加しま
す。

list_filenameは、リストを含むファイルのフルパスです。-Fが指定さ
れていない限り、ファイルの内容がファイルリストに追加されま
す。
■ list_filenameファイルでは、1ファイルを 1行で表す必要がありま
す。

■ -R rootを使用してファイルシステムを指定する場合、各ファイル
のパスは代替 rootディレクトリからの相対パスにするか、絶対
パスにする必要があります。

■ list_filenameが「-」の場合、 flarcreateは標準入力からファイル
のリストを読み取ります。「-」を指定すると、アーカイブのサ
イズは計算されません。

-F このオプションを指定すると、-f list_filenameに示されるファイルだ
けを使って、アーカイブを作成します。このオプションを使用する
と、-f list_filenameは、通常ファイルリストへの追加リストではな
く、絶対リストになります。

-x exclude_dir/filename アーカイブからファイルおよびディレクトリを除外します。除外す
るファイルは、コマンド行で指定します。このオプションのインス
タンスを複数使用して、複数のファイルまたはディレクトリを除外
できます。

exclude_dir/filenameには、除外するディレクトリやファイルの名前を
指定します。
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表 6–7 flarコマンドのコマンド行オプション (続き)
オプション 説明

-X list_filename アーカイブからリスト内のファイルまたはディレクトリを除外しま
す。

list_filenameは、リストを含むファイルのフルパスです。
■ list_filenameファイルでは、1ファイルを 1行で表す必要がありま
す。

■ -R rootを使用してファイルシステムを指定する場合、各ファイル
のパスは代替 rootディレクトリからの相対パスにするか、絶対
パスにする必要があります。

■ list_filenameが「-」の場合、 flarcreateは標準入力からファイル
のリストを読み取ります。「-」を指定すると、アーカイブのサ
イズは計算されません。

-z list_filename アーカイブに対し、リスト内のファイルまたはディレクトリを除外
または含めます。リスト内の各ファイルまたはディレクトリに
は、プラス「+」またはマイナス「-」記号を付けます。プラスは
ファイルやディレクトリを含めることを、マイナスはファイルや
ディレクトリを除外することを示します。

list_filenameは、リストを含むファイルのフルパスです。
■ list_filenameファイルでは、1ファイルを 1行で表す必要がありま
す。

■ -R rootを使用してファイルシステムを指定する場合、各ファイル
のパスは代替 rootディレクトリからの相対パスにするか、絶対
パスにする必要があります。

-I 整合性チェックを無効にします。重要なシステムファイルをアーカ
イブから除外してしまうことを防ぐために、flarcreate は整合性
チェックを実行します。このチェックにより、システムパッケージ
データベースに登録されたすべてのファイルが検査され、そのいず
れかが除外される場合、アーカイブの作成が停止します。このオプ
ションを指定すると、この整合性チェックが無効になります。この
ため、-Iオプションの使用は推奨しません。

アーカイブの分割および結合のオプション

-d dir コピーするセクションを、現在のディレクトリからではなく dirから
取得します。
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表 6–7 flarコマンドのコマンド行オプション (続き)
オプション 説明

-u section ■ このオプションを使用した場合、flarはCookieセクション、識
別セクション、アーカイブセクション、および sectionセクション
をコピーします。1つのセクション名を指定することも、あるい
は空白で区切って複数のセクション名を指定することも可能で
す。

■ このオプションを使用しない場合、flarはCookieセク
ション、識別セクション、およびアーカイブセクションのみをコ
ピーします。

-f archive アーカイブセクションを、archiveという名前のファイルに入れるの
ではなく、archiveというディレクトリに抽出します。アーカイブの
分割に使用されます。

-S section アーカイブから sectionと名付けられたセクションだけをコピーしま
す。これは、ユーザー定義セクションです。アーカイブの分割に使
用されます。

ファイルのコピー (アーカイブ)に使用されるオプション

-L pax cpioユーティリティーはデフォルトのコピー方法です。大規模な個
別ファイルがある場合、-L paxオプションを指定して paxユーティリ
ティーを使用すると、個別のファイルのサイズ制限なしでアーカイ
ブを作成できます。個別のファイルのサイズは 4Gバイトより大きく
できます。

ユーザー定義のセクションで使用されるオプション

-u section sectionをユーザー定義のセクションとして含めます。ユーザー定義の
セクションを複数含めるには、セクション名を空白で区切ったリス
トにします。

-d dir dirから、-uで指定したセクションファイルを取り出します。

テープアーカイブで使用されるオプション

-t テープデバイス上にアーカイブを作成します。filename引数
は、テープデバイスの名前です。

-p posn -tオプションとの併用でのみ使用できます。flarcreateがアーカイ
ブを格納するための、テープデバイス上の位置を指定します。この
オプションを指定しない場合、flarcreateはテープの現在の位置に
アーカイブを配置します。

-b blocksize flarcreateがアーカイブの作成時に使用するブロックサイズを指定
します。ブロックサイズを指定しない場合、flarcreateはデフォル
トのブロックサイズ 64Kバイトを使用します。
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表 6–7 flarコマンドのコマンド行オプション (続き)
オプション 説明

アーカイブ識別のためのオプション

次のキーワードおよび値は、アーカイブの識別セクションに記載されます。

-U key=val アーカイブ識別セクションに、ユーザー定義のキーワードと値を含
めます。

-i date dateは、creation_dateキーワードの値として使用されます。dateを
指定しない場合、flarcreateは現在のシステム日時を使用します。

-m master masterは、アーカイブを作成したマスターシステムの名前として使用
されます。masterは、creation_masterキーワードの値です。master
を指定しない場合、flarcreateは uname -nで出力されるシステム名
を使用します。

-e descr descrは、content_descriptionキーワードの値として使用されま
す。-Eオプションを使用する場合はこのオプションを使用できませ
ん。

-E descr_file descr_fileファイルから content_descriptionキーワードの値を取得し
ます。-eオプションを使用する場合はこのオプションを使用できま
せん。

-a author authorは、アーカイブ識別セクション内の作成者名として使用されま
す。authorは content_authorキーワードの値です。作成者を指定し
ない場合、flarcreateはアーカイブ識別セクションに
content_authorキーワードを含めません。

-T type typeは、content_typeキーワードの値として使用されます。typeは
ユーザー定義のキーワードです。タイプを指定しない場
合、flarcreateは content_typeキーワードを含めません。
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用語集

3DES Triple-Data Encryption Standard (Triple DES)の略。168ビットの鍵を提供する対称鍵暗号化
方法。

AES Advanced Encryption Standardの略。対称 128ビットブロックのデータ暗号技術。米国政
府は、2000年の 10月に暗号化標準としてこのアルゴリズムのRijndael方式を採用しまし
た。DES暗号化に代わる米国政府の標準として、AESが採用されています。

bootlog-cgiプログラム WANブートインストール時に、リモートクライアントのブートおよびインストールの
コンソールメッセージをWebサーバーで収集し保存できるようにするCGIプログラ
ム。

certstoreファイル 特定のクライアントシステムに関するデジタル証明書を格納しているファイル。SSLネ
ゴシエーションの際、クライアントは証明書ファイルをサーバーに提供するよう要求さ
れることがあります。サーバーはこのファイルを使ってクライアントの識別情報を確認
します。

CGI Common Gateway Interfaceの略。外部プログラムがHTTPサーバーと通信するためのイ
ンタフェース。CGIを使用するプログラムは、CGIプログラムまたはCGIスクリプトと
呼ばれます。通常サーバーでは処理されないフォームや解析されない出力を、CGIプロ
グラムが処理したり解析したりします。

DES Data Encryption Standardの略。対称鍵暗号化方法の 1つ。1975年に開発され、ANSIによ
り 1981年にANSI X.3.92として標準化されました。DESでは 56ビットの鍵を使用しま
す。

DHCP Dynamic Host Configuration Protocol (動的ホスト構成プロトコル)の略。アプリ
ケーション層のプロトコル。TCP/IPネットワーク上の個々のコンピュータつまりクライ
アントが、中央管理を行なっている指定のDHCPサーバーから IPアドレスなどの
ネットワーク構成情報を抽出できるようにします。この機能は、大規模な IPネット
ワークの保持、管理によるオーバーヘッドを削減します。

disk 1枚以上の磁性体の円盤から成るメディアであり、ファイルなどのデータを格納する同
心トラックとセクターで構成されます。「ディスク (disc)」も参照してください。

/etc/netbootディレク
トリ

WANブートインストールに必要なクライアント構成情報とセキュリティーデータが格
納されている、WANブートサーバー上のディレクトリ。

/etcディレクトリ 重要なシステム構成ファイルや保守コマンドが収められているディレクトリ。
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/exportファイルシステ
ム

OSサーバー上のファイルシステムで、ネットワーク上のほかのシステムと共有されま
す。たとえば、/exportファイルシステムには、ディスクレスクライアント用のルート
(/)ファイルシステムとスワップ空間、それにネットワーク上のユーザーのホーム
ディレクトリを収めることができます。ディスクレスクライアントは、起動と実行の際
にOSサーバー上の /exportファイルシステムに依存します。

fdiskパーティション x86ベースのシステム上にある特定のオペレーティングシステム専用のディスクドライ
ブの論理パーティション。Solarisソフトウェアをインストールするには、x86システム
上に 1つ以上の Solaris fdiskパーティションを設定する必要があります。x86ベースのシ
ステムでは、1台のディスクに最大 4つの fdiskパーティションを作成できます。これら
のパーティションは、個別のオペレーティングシステムをインストールして使用できま
す。各オペレーティングシステムは、独自の fdiskパーティション上に存在しなければ
なりません。個々のシステムの Solaris fdiskパーティションの数は、1台のディスクに
つき 1つに限られます。

format データを一定の構造にしたり、データを保存できるようにディスクをセクターに分割し
たりすること。

GRUB x86のみ: GRUB (GNU GRand Unified Bootloader)は、簡単なメニューインタフェースを備
えたオープンソースのブートローダーです。メニューには、システムにインストールさ
れているオペレーティングシステムのリストが表示されます。GRUBを使用する
と、Oracle Solaris OS、Linux、Microsoft Windowsなどの各種オペレーティングシステム
を簡単にブートすることができます。

GRUB編集メニュー x86のみ: GRUBメインメニューのサブメニューであるブートメニュー。このメニューに
は、GRUBコマンドが表示されます。これらのコマンドを編集して、ブート動作を変更
できます。

GRUBメインメニュー x86のみ:システムにインストールされているオペレーティングシステムがリストされた
ブートメニュー。このメニューから、BIOSまたは fdiskパーティションの設定を変更す
ることなく、簡単にオペレーティングシステムをブートできます。

HMAC メッセージ認証を行うためのキー付きハッシュ方法。HMACは秘密共有鍵と併用し
て、MD5、SHA-1などの繰り返し暗号化のハッシュ関数で使用します。HMACの暗号の
強さは、基になるハッシュ関数のプロパティーによって異なります。

HTTP (Hypertext Transfer Protocolの略)リモートホストからハイパーテキストオブジェクトを
フェッチするインターネットプロトコル。このプロトコルはTCP/IPにもとづいていま
す。

HTTPS HTTPのセキュリティー保護されたバージョン。SSL (Secure Sockets Layer)を使って実装
されます。

IPv6 IPv6は、現在のバージョン IPv4 (バージョン 4)から拡張されたインターネットプロトコ
ル (IP)のバージョン (バージョン 6)です。定められた移行方法を使用して IPv6を採用す
ると、現在の運用を中断する必要はありません。また、IPv6には、新しいイン
ターネット機能用のプラットフォームも用意されています。

JumpStartインストール インストール方法の 1つ。出荷時にインストールされている JumpStartソフトウェアを使
用することによって、Solarisソフトウェアをシステムに自動インストールできます。

/exportファイルシステム
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JumpStartディレクトリ カスタム JumpStartインストールの実行に必要なファイルが含まれているディレクト
リ。プロファイルフロッピーディスクを使用してインストールする場合は、フ
ロッピーディスク上のルートディレクトリが JumpStartディレクトリとなります。カス
タム JumpStartインストール用にプロファイルサーバーを使用する場合、必要なカスタ
ム JumpStartファイルをすべて格納するサーバー上のディレクトリが JumpStartディレク
トリとなります。

Kerberos 強力な秘密鍵暗号方式を使用して、クライアントとサーバーが、セキュリティー保護さ
れていないネットワーク接続で相互を認識できるようにするネットワーク認証プロトコ
ル。

keystoreファイル クライアントとサーバーとで共有される鍵を格納しているファイル。WANブートイン
ストール時に、クライアントシステムは鍵を使って、サーバーから送信されるデータや
ファイルの整合性の確認と復号化を行います。

LAN local area networkの略。接続用のハードウェアとソフトウェアを介して通信できる、近
接したコンピュータシステムの集まり。

LDAP Lightweight Directory Access Protocolの略。LDAPネームサービスクライアントと
サーバー間の通信に使用される標準の拡張可能なディレクトリアクセスプロトコル。

MD5 Message Digest 5の略。デジタル署名などのメッセージ認証に使用する繰り返し暗号化の
ハッシュ関数。1991年にRivest氏によって開発されました。

menu.lstファイル x86のみ:システムにインストールされているすべてのオペレーティングシステムがリス
トされたファイル。このファイルの内容は、GRUBメニューに表示されるオペ
レーティングシステムの一覧を記述したものです。GRUBのメニューから、BIOSまたは
fdiskパーティションの設定を変更することなく、簡単にオペレーティングシステムを
ブートできます。

mount マウント要求を行うマシンのディスクまたはネットワーク上のリモートディスクか
ら、ディレクトリにアクセスするプロセス。ファイルシステムをマウントするに
は、ローカルシステム上のマウントポイントと、マウントするファイルシステム名 (た
とえば /usr)が必要です。

NIS SunOS 4.0 (以上)のネットワーク情報サービス。ネットワーク上のシステムとユーザーに
関する重要な情報が収められている分散型ネットワークデータベース。NISデータ
ベースは、マスターサーバーとすべてのスレーブサーバーに格納されています。

NIS+ SunOS 5.0 (以上)のネットワーク情報サービス。NIS+は、SunOS 4.0 (以上)のネット
ワーク情報サービスであるNISに代わるものです。

/optファイルシステム Sun以外のソフトウェア製品や別製品のソフトウェア用のマウントポイントが収められ
ているファイルシステム。

OSサーバー ネットワーク上のシステムにサービスを提供するシステム。ディスクレスクライアント
にサービスを提供するには、OSサーバーは、ディスクレスクライアントごと
に、ルート (/)ファイルシステムとスワップ空間 (/export/root、/export/swap)用の
ディスク容量が必要です。

OSサーバー
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pool デバイスの論理グループ。使用可能な ZFSストレージのレイアウトおよび物理特性を記
述します。データセットの領域は、プールから割り当てられます。

RAID-0ボリューム ストライプ方式または連結方式のボリューム。これらはサブミラーとも呼ばれます。ス
トライプや連結は、ミラーを構築する基本構成ブロックです。

RAID-1ボリューム 同じデータのコピーを複数保持しているボリューム。RAID-1ボリュームは、「サブミ
ラー」と呼ばれる 1つまたは複数のRAID-0ボリュームから構成されます。RAID-1ボ
リュームは「ミラー」と呼ばれることもあります。

RAID-Zストレージ
プール

ZFSストレージプールとして使用できる複数のディスク上にデータとパリティーを格納
する仮想デバイス。RAID-ZはRAID-5に似ています。

root 複数の項目から成る階層構造の最上位。ルートは、ほかのすべての項目を子孫として持
つ唯一の項目です。「ルートディレクトリ」または「ルート (/)ファイルシステム」を
参照してください。

rules.okファイル rulesファイルから生成されたファイル。カスタム JumpStartインストールソフトウェア
は、rules.okファイルを使ってシステムとプロファイルを照合します。rules.okファイ
ルは、checkスクリプトを使用して作成してください。

rulesファイル 自動的にインストールするシステムの各グループまたは単一のシステムのルールを含ん
でいるテキストファイル。各ルールは 1つ以上のシステム属性に基づいてシステムグ
ループを識別します。rulesファイルは、各グループをプロファイル (Solarisソフト
ウェアをどのようにしてグループ内の個々のシステムにインストールするかを定めたテ
キストファイル)にリンクします。rulesファイルは、カスタム JumpStartインストール
で使用されます。「プロファイル」も参照してください。

Secure Sockets Layer (SSL)クライアントとサーバーの間にセキュリティー保護された接続を確立するソフト
ウェアライブラリ。HTTPのセキュリティー保護されたバージョンであるHTTPSを実装
するために使用されます。

SHA1 Secure Hashing Algorithmの略。このアルゴリズムは、長さが 264未満の入力に対して演
算を行い、メッセージダイジェストを生成します。

snapshot 特定の時点における ZFSファイルシステムまたはボリュームの読み取り専用イメージ。

Solaris Live Upgrade アクティブブート環境が稼動している間に複製ブート環境のアップグレードを行うこと
により、稼動中の環境のダウンタイムをなくすことを可能にするアップグレード方法。

Solarisフラッシュ 「マスターシステム」と呼ばれるシステムからファイルのアーカイブを作成する Solaris
インストール機能。このアーカイブを使ってほかのシステムのインストールを行う
と、そのシステムの構成はマスターシステムと同じになります。「アーカイブ」も参照
してください。

Solaris DVDまたはCD
イメージ

システムにインストールされる Solarisソフトウェア。Solaris DVDやCDから、または
Solaris DVDやCDイメージをコピーしたインストールサーバーのハードディスク上から
利用できます。

pool
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Solarisインストールプ
ログラム

グラフィカルユーザーインタフェース (GUI)とコマンド行インタフェース (CLI)を備え
たインストールプログラム。ウィザードパネルに、Solarisソフトウェアやサード
パーティソフトウェアをインストールする手順が示されます。

Solarisゾーン ソフトウェアによるパーティション分割技術。オペレーティングシステムのサービスを
仮想化し、隔離された安全なアプリケーション実行環境を提供します。非大域ゾーンを
作成すると、そのアプリケーション実行環境で実行されるプロセスは、ほかのゾーンと
は隔離されます。このように隔離することで、あるゾーンで実行中のプロセスが、ほか
のゾーンで実行中のプロセスを監視したり操作したりすることを防ぐことができま
す。「大域ゾーン」と「非大域ゾーン」も参照してください。

sysidcfgファイル システムを事前設定する特殊な一連のシステム構成キーワードを指定するファイル。

truststoreファイル 1つ以上のデジタル証明書を格納しているファイル。WANブートインストール時に、ク
ライアントシステムは truststoreファイル内のデータを参照して、インストールを実行
しようとしているサーバーの識別情報を確認します。

update システムにインストールを実行して同じタイプのソフトウェアを変更することまたはそ
のインストール自体。アップグレードとは異なり、更新によりシステムがダウング
レードされる場合があります。初期インストールとは異なり、更新を実行するには同じ
タイプのソフトウェアがあらかじめインストールされていなければなりません。

upgrade ファイルを既存のファイルとマージし、可能な場合には変更を保持するインストール。

Oracle Solaris OSのアップグレードでは、Oracle Solaris OSの新しいバージョンがシステム
のディスク上の既存のファイルにマージされます。アップグレードでは、Oracle Solaris
OSの以前のバージョンに対して行なった変更は最大限に保存されます。

URL Uniform Resource Locatorの略。サーバーやクライアントがドキュメントを要求するため
に使用するアドレス方式。URLはロケーションとも呼ばれます。URLの形式は
protocol://machine:port/documentです。

たとえば、http://www.example.com/index.htmlはURLの一例です。

/usrファイルシステム スタンドアロンシステムまたはサーバー上のファイルシステム。標準UNIXプログラム
の多くが格納されています。ローカルコピーを保持する代わりに、大きな /usrファイル
システムをサーバーと共有することにより、システム上で Solarisソフトウェアをインス
トールおよび実行するために必要なディスク容量を最小限に抑えることができます。

/varファイルシステム システムの存続期間にわたって変更または増大が予想されるシステムファイルが格納さ
れている (スタンドアロンシステム上の)ファイルシステムまたはディレクトリ。これら
のファイルには、システムログ、viファイル、メールファイル、UUCPファイルなどが
あります。

WAN wide area networkの略。複数のローカルエリアネットワーク (LAN)または地理的に異な
る場所にあるシステムを、電話、光ファイバ、衛星などの回線を使って接続するネット
ワーク。

wanboot-cgiプログラム WANブートインストールで使用されるデータとファイルの取得と転送を行うCGIプロ
グラム。

wanboot-cgiプログラム
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wanboot.confファイル WANブートインストールに必要な構成情報とセキュリティー設定値を指定するテキス
トファイル。

wanbootプログラム WANブートインストールの実行に必要な、WANブートミニルート、クライアント構成
ファイル、およびインストールファイルを読み込む、二次レベルのブートプログラ
ム。WANブートインストールでは、wanbootバイナリが、ufsbootまたは inetboot二次
ブートプログラムと同様の処理を実行します。

WANブートインス
トール

HTTPまたはHTTPSを使って広域ネットワーク (WAN)を介してソフトウェアをブート
しインストールできるインストール方式。WANブートインストールでは、暗号化され
た Solarisフラッシュアーカイブをパブリックネットワークを介して転送し、リモートク
ライアントに対してカスタム JumpStartインストールを実行できます。

WANブートサーバー WANブートインストールで使用される構成ファイルとセキュリティーファイルを提供
するWebサーバー。

WANブートミニルート WANブートインストールを実行するために変更されたミニルート。WANブートミニ
ルートには、Solarisミニルートにあるソフトウェアのサブセットが格納されます。「ミ
ニルート」も参照してください。

ZFS ストレージプールを使用して物理ストレージを管理するファイルシステム。

アーカイブ マスターシステムからコピーされたファイルの集合体。このファイルには、アーカイブ
の名前や作成した日付など、アーカイブの識別情報が含まれています。アーカイブをシ
ステムにインストールすると、システムはマスターシステムとまったく同じ構成になり
ます。

更新前のマスターイメージと更新されたマスターイメージの相違部分のみを含む Solaris
フラッシュアーカイブを、差分アーカイブとして使用することも可能です。差分アーカ
イブには、クローンシステムで保持、変更、または削除するファイルが含まれます。差
分更新により、指定されたファイルだけが更新されます。また、差分更新を使用可能な
システムは、更新前のマスターイメージとの整合性を保持するソフトウェアを含むシス
テムのみに限定されます。

アップグレードオプ
ション

Solarisインストールプログラムによって提示されるオプション。アップグレード時に
は、新しいバージョンの Solarisとディスク上の既存のファイルが結合されます。前回
Solarisをインストールしてから加えられたローカルの変更内容は、できる限り残されま
す。

暗号化 認められたユーザー以外は情報を使用できないように、情報を判読不可能にして保護す
る処理。暗号化は鍵と呼ばれるコードに基づいて行われ、この鍵は情報の復号化に使用
されます。「復号化」も参照してください。

一次ブートアーカイブ システムでOracle Solaris OSをブートするために使用されるブートアーカイブ。この
ブートアーカイブは、一次ブートアーカイブと呼ばれることもあります。「ブート
アーカイブ」を参照してください。

インストールサーバー インストール用に、Solaris DVDまたはCDのイメージをネットワーク上のほかのシステ
ムに提供するサーバー (「メディアサーバー」とも呼ばれる)。Solaris DVDまたはCDの
イメージをサーバーのハードディスクにコピーすることによってインストール
サーバーを作成できます。

wanboot.confファイル
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エンドユーザーシステ
ムサポート

コアシステムサポートソフトウェアグループのほかに、エンドユーザーに推奨するソフ
トウェアが収められているソフトウェアグループ。これには共通デスクトップ環境
(CDE)やDeskSetソフトウェアが含まれます。

開始スクリプト ユーザーが定義する Bourneシェルスクリプト。rulesファイル内で指定され、Solarisソ
フトウェアがシステムにインストールされる前に作業を実行します。このスクリプト
は、カスタム JumpStartインストールでのみ使用できます。

開発者システムサ
ポート

エンドユーザーシステムサポートソフトウェアグループのほかに、ソフトウェア開発用
ライブラリ、インクルードファイル、マニュアルページ、およびプログラミングツール
が収められているソフトウェアグループ。

鍵 データの暗号化および復号化に使用されるコード。「暗号化」も参照してください。

カスタム JumpStart ユーザーが定義するプロファイルに基づいて、Solarisソフトウェアをシステムに自動的
にインストールする方法。ユーザーやシステムの種類ごとに、カスタマイズされたプロ
ファイルを作成できます。カスタム JumpStartインストールは、ユーザーが作成する
JumpStartインストールです。

カスタムプローブ
ファイル

rulesファイルと同じ JumpStartディレクトリに存在しなければならないファイルで、次
の 2つのタイプの関数を含む Bourneシェルスクリプト。含む 2つのタイプは、プローブ
と比較です。プローブ関数は、必要な情報を収集し、実際の作業を行なって、定義に対
応した SI_環境変数を設定します。プローブ関数は、プローブキーワードになりま
す。比較関数は、対応するプローブ関数を呼び出してプローブ関数の出力を比較
し、キーワードが一致する場合は 0、キーワードが一致しない場合は 1を返します。比
較関数はルールキーワードになります。「rulesファイル」も参照してください。

仮想デバイス ZFSプール内の論理デバイス。物理デバイス、ファイル、または一連のデバイスを仮想
デバイスに設定できます。

共有可能ファイルシス
テム

/export/homeや /swapのようなユーザー定義のファイルシステム。Solaris Live Upgradeの
使用時に、アクティブブート環境と非アクティブブート環境によって共有されます。共
有可能ファイルシステムは、アクティブブート環境と非アクティブブート環境の両方の
vfstabファイル内に同じマウントポイントを持ちます。このため、アクティブブート環
境内の共有ファイルを更新すると、非アクティブブート環境のデータも更新されま
す。共有可能ファイルシステムはデフォルトで共有されますが、ユーザーが宛先スライ
スを指定することもできます。この場合、そのファイルシステムがコピーされます。

クライアント 通信用のクライアントサーバーモデルでは、計算機能や大容量のメモリーといった
サーバーの資源にリモートアクセスするプロセスがクライアントに相当します。

クラスタ パッケージ (ソフトウェアモジュール)を論理的に集めたもの。Solarisソフトウェアは複
数の「ソフトウェアグループ」に分割され、それぞれが「クラス
タ」と「パッケージ」から構成されています。

クリティカルファイル
システム

Oracle Solaris OSが必要とするファイルシステム。Solaris Live Upgradeを使用すると
き、これらのファイルシステムは、アクティブブート環境と非アクティブブート環境そ
れぞれの vfstabファイルでは独立したマウントポイントになります。root

(/)、/usr、/var、/optなどがクリティカルファイルシステムの例です。これらのファイ
ルシステムは、必ずソースブート環境から非アクティブブート環境にコピーされます。

クリティカルファイルシステム
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クローンシステム Solarisフラッシュアーカイブを使用してインストールするシステム。クローンシステム
は、マスターシステムと同一のインストール構成になります。

限定ネットワークシス
テムサポート

ソフトウェアグループの 1つ。Solarisシステムのブートおよび実行に必要な最小限の
コードが含まれ、ネットワークサービスのサポートも制限されます。限定ネットワーク
システムサポートは、テキストベースのマルチユーザーコンソールと、システム管理
ユーティリティーを提供します。このソフトウェアグループを使用すると、システムで
ネットワークインタフェースを認識できますが、ネットワークサービスがアクティブに
なることはありません。

コアソフトウェアグ
ループ

システムでOracle Solaris OSをブートして実行するために必要な最小限のソフトウェアが
収められているソフトウェアグループ。コアには共通デスクトップ環境 (CDE)を実行す
るために必要ないくつかのネットワーク用ソフトウェアとドライバが含まれます。CDE
ソフトウェアは、コアには含まれません。

公開鍵 公開鍵暗号方式で使用される暗号化鍵。

公開鍵暗号化 2つの鍵を使用する暗号方式。その 1つは、全員が知っている公開鍵、もう 1つ
は、メッセージの受取人だけが知っている非公開鍵です。

コマンド行 コマンドで始まる文字列。多くの場合、コマンドの後には引数 (オプション、ファイル
名、式などの文字列)が続き、行末 (EOL)文字で終わります。

サーバー 資源を管理し、クライアントにサービスを提供するネットワークデバイス。

再同期化 ZFSストレージプールでは、あるデバイスのデータを別のデバイスに転送する処理のこ
とを「再同期化」と言います。たとえば、ミラーコンポーネントが置き換えられてオフ
ラインになっている場合には、最新のミラーコンポーネントのデータが新しく復元され
たミラーコンポーネントにコピーされます。この処理は、従来のボリューム管理製品で
は「ミラー再同期化」と呼ばれています。ZFSの再同期化の詳細については、『Oracle
Solaris ZFS管理ガイド』の「ZFSストレージプール内のデバイスを置き換える」を参照
してください。

サブネット 経路指定を簡単にするため、1つの論理ネットワークを小さな物理ネットワークに分割
する方式。

サブネットマスク サブネットアドレス指定のため、インターネットアドレスからビットを選択するために
使用されるビットマスク。マスクは 32ビット。インターネットアドレスのネットワーク
部分と、ローカル部分の 1個以上のビットを選択します。

サブミラー 「RAID-0ボリューム」を参照してください。

差分アーカイブ 更新前のマスターイメージと更新されたマスターイメージの相違部分のみを含む Solaris
フラッシュアーカイブ。差分アーカイブには、クローンシステムで保持、変更、または
削除するファイルが含まれます。差分更新により、指定されたファイルだけが更新され
ます。また、差分更新を使用可能なシステムは、更新前のマスターイメージとの整合性
を保持するソフトウェアを含むシステムのみに限定されます。

時間帯 グリニッジ標準時間を基準に地球の表面を 24の地域に経度分割したもの。

クローンシステム
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システム構成ファイル (system.conf) WANブートインストールで使用する sysidcfgファイルおよびカスタム
JumpStartファイルの場所を指定するテキストファイル。

終了スクリプト ユーザーが定義する Bourneシェルスクリプト。rulesファイル内で指定され、Solarisソ
フトウェアがシステムにインストールされてから、システムがリブートされるまでの間
に作業を実行します。このスクリプトは、カスタム JumpStartインストールで使用しま
す。

状態データベース Solarisボリュームマネージャー構成の状態に関する情報を保存するデータベース。状態
データベースは、複製された複数のデータベースコピーの集まりです。各コピーは「状
態データベースの複製」と呼ばれます。状態データベースは、既知の状態データベース
の複製の格納場所と状態をすべて記録しています。

状態データベースの複
製

状態データベースのコピー。複製により、データベース内のデータの有効性が保証され
ます。

初期インストール 現在実行中のソフトウェアを上書きするか、空のディスクを初期化するインストール。

Oracle Solaris OSの初期インストールでは、システムのディスクがOracle Solaris OSの新
しいバージョンで上書きされます。システム上でOracle Solaris OSが稼働していない場合
は、初期インストールを行う必要があります。アップグレード可能なOracle Solaris OSが
システム上で稼働している場合は、初期インストールによってディスクが上書きさ
れ、OSやローカルの変更は保持されません。

ジョブ コンピュータシステムで実行されるユーザー定義の処理。

スーパーユーザー システム上ですべての管理タスクを実行する特権を持つ、特殊な
ユーザー。スーパーユーザーは全ファイルの読み取り権とアクセス権、全プログラムの
実行権を持ち、任意のプロセスに終了シグナルを送ることができます。

スタンドアロン ほかのマシンからのサポートを一切必要としないコンピュータ。

スライス ソフトウェアごとに分割される、ディスク領域の区分。

スワップ空間 メモリーに再ロードできる状態になるまで、メモリー領域の内容を一時的に保持するス
ライスまたはファイル。/swapまたは swapボリュームとも呼ばれます。

全体ディストリ
ビューション

Solarisリリース全体が含まれているソフトウェアグループ。

全体ディストリ
ビューションとOEMサ
ポート

Solarisリリース全体と、OEMのための追加ハードウェアサポートを含むソフトウェアグ
ループ。Solarisを SPARC搭載サーバーシステムにインストールする場合は、このソフト
ウェアグループを推奨します。フラッシュアーカイブをさまざまな種類のシステムにイ
ンストールするには、「全体ディストリビューションとOEMサポート」ディストリ
ビューションをマスターシステムにインストールする必要があります。

ゾーン 「非大域ゾーン」を参照してください。

ゾーン
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ソフトウェアグループ Solarisソフトウェアの論理グループ (クラスタとパッケージ)。Solarisのインストール時
には、次のいずれかのソフトウェアグループをインストールできます。コアシステムサ
ポート、エンドユーザーシステムサポート、開発者システムサポート、または全体
ディストリビューションです。また、SPARCシステムのみ、全体ディストリ
ビューションとOEMサポートもインストールできます。

大域ゾーン Solarisゾーンでは、大域ゾーンはシステムのデフォルトのゾーンであり、システム全体
での管理に使用されるゾーンでもあります。非大域ゾーンの構成、インストール、管
理、およびアンインストールは、大域ゾーンからのみ行うことができます。物理デバイ
ス、ルーティング、動的再構成 (DR)といったシステムインフラストラクチャーの管理
は、大域ゾーンでのみ行うことができます。大域ゾーンで実行されるプロセスは、適切
な権限が付与されていれば、ほかのゾーンに関連付けられているオブジェクトにもアク
セスできます。「Solarisゾーン」と「非大域ゾーン」も参照してください。

チェックサム 一連のデータ項目を合計した結果。一連のデータ項目を検査するために使用されま
す。データ項目は、数値でも、文字列でもよく、文字列の場合はチェックサム計算時に
数値として扱われます。チェックサムの値から、2つのデバイス間の情報交換が正しく
行われたかを確認できます。

ディスク
(disc)

磁気ディスク (disk)に対する光学式ディスク。CD (コンパクトディスク)業界では共通の
綴りを使用します。たとえば、CD-ROMやDVD-ROMは光学式ディスクです。

ディスク構成ファイル ディスクの構造 (たとえば、バイト/セクター、フラグ、スライス)を表現するファイ
ル。ディスク構成ファイルにより、単一システムから pfinstallコマンドを使用し
て、サイズの異なるディスク上のプロファイルをテストできます。

ディスクレスクライア
ント

ディスク記憶装置を持たないためサーバーに依存するクライアント。

データセット 次の ZFSエンティティーの総称名。クローン、ファイルシステム、スナップ
ショット、またはボリューム。

デジタル証明書 移転や偽造の不可能なデジタルファイルで、通信する両者によって信頼済みの第三者機
関から発行されたもの。

電源管理 30分間アイドル状態が続くとシステムの状態を自動的に保存し、電源を切断するソフト
ウェア。米国環境保護庁の省電力 (Energy Star)ガイドライン第 2版に準拠したシステム
に Solarisソフトウェアをインストールすると、デフォルトで電源管理システムソフト
ウェアがインストールされます。デフォルトで電源管理がインストールされているシス
テムの例として、sun4u SPARCベースのシステムがあります。リブート後、電源管理ソ
フトウェアを有効にするかどうかを確認するメッセージが表示されます。

Energy Starガイドラインでは、システムまたはモニターを使用していない場合は、自動
的に「休眠状態」(30ワット以下の消費)に入ることが要求されます。

ドキュメントルート
ディレクトリ

Webサーバーにアクセスするユーザーに公開されるファイル、画像、およびデータが格
納されている、Webサーバーマシン上の階層のルート。

ドメイン インターネットのネーミング階層の一部。ドメインは管理ファイルを共有する、ローカ
ルネットワーク上のシステムグループを表します。

ソフトウェアグループ
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ドメイン名 ローカルネットワーク上のシステムグループに割り当てられた名前であり、管理ファイ
ルを共有します。ネットワーク情報サービス (NIS)のデータベースが正常に動作するた
めにはドメイン名が必要です。ドメイン名は、ピリオドで区切られた一連の構成要素名
から構成されます (たとえば、 tundra.mpk.ca.us)。ピリオドで区切られた各構成要素名
は右側に行くにしたがって、全体的な (リモートな)管理権限領域を表します。

認証局
(CA)

CAは、Certificate Authorityの略。デジタル署名および公開鍵と非公開鍵のペアの作成に
使用するデジタル証明書を発行する、公証された第三者機関または企業。CAは、一意
の証明書を付与された個人が当該の人物であることを保証します。

ネームサーバー ネットワーク上のシステムに対してネームサービスを提供するサーバー。

ネームサービス ネットワーク上の全システムに関する重要なシステム情報が収められている分散型
ネットワークデータベース。ネットワーク上のシステムは、これを利用して相互通信を
行います。ネームサービスを使用することによって、ネットワーク全域にわたるシステ
ム情報を保守、管理、または取得できます。ネームサービスを使用しない場合、各シス
テムはローカルの /etcファイルにシステム情報のコピーを保持する必要がありま
す。Oracleは次のネームサービスをサポートしています。LDAP、NIS、およびNIS+で
す。

ネットワークインス
トール

CD-ROMまたはDVD-ROMドライブがあるシステムからCD-ROMまたはDVD-ROMド
ライブがないシステムにネットワークを介してソフトウェアをインストールする方
法。ネットワークインストールを行うには、「ネームサーバー」と「インストール
サーバー」が必要です。

ネットワークに接続さ
れたシステム

ハードウェアやソフトウェアを介して接続されているシステムのグループ (ホスト)。通
信や情報の共有が可能です。ローカルエリアネットワーク (LAN)とも呼ばれます。シス
テムをネットワークに接続するには、通常、1台以上のサーバーが必要です。

ネットワークに接続さ
れていないシステム

ネットワークに接続されていない、またはほかのシステムに依存しないシステム。

ハードリンク ディスク上のファイルを参照するディレクトリエントリ。複数のハードリンクから同じ
物理ファイルを参照することができます。

派生プロファイル カスタム JumpStartインストール時に、開始スクリプトによって動的に作成されるプロ
ファイル。

パッケージ モジュール形式でのインストールを可能にするソフトウェアの集まり。Solarisソフト
ウェアは複数の「ソフトウェアグループ」に分割され、それぞれが「クラス
タ」と「パッケージ」から構成されています。

ハッシュ 入力よりもかなり短い数値を生成する処理によって得られる数値。同じ入力に対して
は、常に同じ値が出力されます。ハッシュ関数は、テーブル検索アルゴリズム、エ
ラー検出、改ざん検出などに使用できます。改ざん検出に使用する場合は、同じ結果を
生成する別の入力を見つけにくいようなハッシュ関数を選択します。1方向の
ハッシュ関数の一例としては、MD5および SHA-1があります。たとえば、メッセージ
ダイジェストはディスクファイルなどの可変長入力を受け取り、小さい値に変換しま
す。

ハッシュ化 文字列を変換して、この元の文字列を表す値 (キー)を得る処理。

ハッシュ化
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パッチアナライザ 手作業でも、Solarisインストールプログラム内でも実行できるスクリプト。パッチアナ
ライザは、システムを解析し、Solaris Updateへのアップグレードを行うことで削除され
るパッチがどれであるかを判断します。

パネル ウィンドウ、ダイアログボックス、アプレットの内容を編成するコンテナ。パネルで
は、ユーザーの入力をまとめて受け取り確認することができます。ウィザードでパネル
を使用することで、正しい順序で操作を行い、目的の作業を完了することができます。

非公開鍵 公開鍵暗号方式で使用される復号化鍵。

非大域ゾーン Oracle Solarisオペレーティングシステムの単一インスタンス内に作成された仮想オペ
レーティングシステム環境。非大域ゾーンでは、システムのほかの部分と相互に作用す
ることなく、1つ以上のアプリケーションを実行できます。非大域ゾーンはゾーンとも
呼ばれます。「Solarisゾーン」と「大域ゾーン」も参照してください。

ファイルサーバー ネットワーク上のシステムに対して、ソフトウェアやファイルの記憶領域を提供する
サーバー。

ファイルシステム SunOSオペレーティングシステムにおいて、ユーザーがアクセスできるファイルおよび
ディレクトリから成るツリー構造のネットワークのこと。

ファンクションキー F1、F2、F3などの名前が付いた 10個以上のキーボードキー。これらのキーにはそれぞ
れ特定の機能が割り当てられています。

ブート メモリーにシステムソフトウェアを読み込んで起動すること。

ブートアーカイブ x86のみ:ブートアーカイブは、Oracle Solaris OSのブートに使用されるクリティカルな
ファイルの集まりです。これらのファイルは、ルート (/)ファイルシステムがマウント
される前、システムの起動中に必要です。システムは、2つのブートアーカイブを維持
管理しています。
■ システムでOracle Solaris OSをブートするために使用されるブートアーカイブ。この
ブートアーカイブは、一次ブートアーカイブと呼ばれることもあります。

■ 一次ブートアーカイブが損傷を受けたとき、回復のために使用されるブートアーカイ
ブ。このブートアーカイブは、ルート (/)ファイルシステムをマウントすることなくシス
テムを起動します。GRUBメニューでは、このブートアーカイブはフェイルセーフと呼ば
れます。アーカイブの重要な目的は一次ブートアーカイブを再生成することであり、通
常、一次ブートアーカイブがシステムのブートに使用されます。

ブート環境 Oracle Solaris OSを操作する上で重要な必須ファイルシステム (ディスクスライスおよび
マウントポイント)の集まり。ディスクスライスは、同じ 1つのディスク上に存在する
ことも、分散された複数のディスク上に存在することもあります。

アクティブなブート環境とは、現在ブートしている環境を指します。単一のアクティブ
なブート環境からだけブートできます。アクティブでないブート環境とは、現在ブート
していないが、次回のリブート時にアクティブ化できる状態にある環境のことを指しま
す。

パッチアナライザ
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ブートサーバー 同じネットワークのサブネット上のクライアントシステムに、起動に必要なプログラム
と情報を提供するサーバーシステム。インストールサーバーの存在するサブネット
が、Solarisソフトウェアをインストールする必要があるシステムと異なる場合、ネット
ワークを介してインストールするにはブートサーバーが必要です。

ブートローダー x86のみ:ブートローダーは、システムの電源を入れた後に最初に実行されるソフト
ウェアプログラムです。このプログラムがブートプロセスを開始します。

フェイルセーフブート
アーカイブ

x86のみ:一次ブートアーカイブが損傷を受けたとき、回復のために使用されるブート
アーカイブ。このブートアーカイブは、ルート (/)ファイルシステムをマウントするこ
となくシステムを起動します。このブートアーカイブは、GRUBメニューではフェイル
セーフと呼ばれます。アーカイブの重要な目的は一次ブートアーカイブを再生成するこ
とであり、通常、一次ブートアーカイブがシステムのブートに使用されます。「ブート
アーカイブ」を参照してください。

フォールバック 以前に動作していた環境に戻すこと。ブート環境のアクティブ化の処理中や、ブート対
象として指定されたブート環境に問題または望ましくない動作が発生する場合には
フォールバックを行います。

復号化 符号化されたデータを平文に変換する処理。「暗号化」も参照してください。

プラットフォームグ
ループ

特定のソフトウェア用にベンダーが定義するハードウェアプラットフォームのグ
ループ。たとえば i86pcや sun4cなどです。

プラットフォーム名 uname -iコマンドによって出力される情報。たとえば Ultra 60のプラットフォーム名
は、SUNW,Ultra-60です。

プローブキーワード インストールにカスタム JumpStartを使用する場合、システムに関する属性情報を抽出
する構文要素。プローブキーワードでは、ルールに必要な一致条件の設定およびプロ
ファイルの実行は必要ありません。「ルール」も参照してください。

プロファイル カスタム JumpStartを使用する場合に、Solarisソフトウェアのインストール方法を定義す
るテキストファイル。たとえば、プロファイルでインストールするソフトウェアグ
ループを定義します。各ルールは、そのルールが一致したときにシステムがインス
トールされる方法を定義してあるプロファイルを指定します。通常は、ルールごとに異
なるプロファイルを作成します。しかし、複数のルールで同じプロファイルを使用する
ことも可能です。「rulesファイル」も参照してください。

プロファイルサーバー すべての重要なカスタム JumpStartファイルを JumpStartディレクトリに持つサーバー。

プロファイルフ
ロッピーディスク

すべての重要なカスタム JumpStartファイルを、そのルートディレクトリ (JumpStart
ディレクトリ)に持つフロッピーディスク。

ホスト名 システムがネットワーク上のほかのシステムから識別される名前。この名前は、特定の
ドメイン (通常、これは 1つの組織内にあることを意味する)内にある全システム間で固
有でなければなりません。ホスト名は、文字、数字、マイナス符号 (-)を任意に組み合
わせて作成できますが、先頭と末尾にマイナス符号は使用できません。

ボリューム システムで単一の論理デバイスとして扱われる、物理スライスやボリュームの集ま
り。ボリュームは、アプリケーションやファイルシステムにとって物理ディスクと同じ
ように機能します。

ボリューム
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一部のコマンド行ユーティリティーでは、ボリュームはメタデバイスと呼ばれます。一
般的なUNIX用語では、ボリュームは、「擬似デバイス」または「仮想デバイス」とも
呼ばれます。

ボリュームマ
ネージャー

DVD-ROM、CD-ROM、およびフロッピーディスク上のデータへのアクセスを管理およ
び実行するための手段を提供するプログラム。

マウント解除 マシンに接続されたディスクまたはネットワーク上のリモートディスク上のディレクト
リへのアクセスを解除するプロセス。

マウントポイント リモートマシン上に存在するファイルシステムのマウント先となる、ワークス
テーション上のディレクトリ。

マスターシステム Solarisフラッシュアーカイブを作成するシステム。このシステム構成がアーカイブに保
存されます。

マニフェストセク
ション

クローンシステムの検証に使用される Solarisフラッシュアーカイブのセクション。マニ
フェストセクションには、クローンシステムに保持、追加または削除されるシステム上
のファイルが一覧表示されます。このセクションは、情報提供専用です。このセク
ションは、ファイルを内部形式でリストするため、スクリプトの記述には使用できませ
ん。

ミニルート Solarisインストールメディアに収録されている、起動可能な最小のルート (/)ファイル
システム。ミニルートは、システムのインストールおよびアップグレードに必要な
Solarisソフトウェアで構成されます。x86システムでは、ミニルートはシステムにコ
ピーされて、フェイルセーフブートアーカイブとして使用されます。「フェイルセーフ
ブートアーカイブ」を参照してください。

ミラー 「RAID-1ボリューム」を参照してください。

メタデバイス 「ボリューム」を参照してください。

メディアサーバー 「インストールサーバー」を参照してください。

矢印キー 数値キーパッド上にある方向を示す 4つのキーの 1つ。

ユーティリティー コンピュータを購入すると通常無料で提供される、標準プログラム。

ルート
(/)ファイルシステム

ほかのすべてのファイルシステムの元となる最上位ファイルシステム。ルート (/)
ファイルシステムはほかのすべてのファイルシステムがマウントされる元となり、マウ
ント解除されることはありません。ルート (/)ファイルシステムには、カーネル、デバ
イスドライバ、システムの起動 (ブート)に使用されるプログラムなど、システムの稼働
に不可欠なディレクトリやファイルが含まれています。

ルートディレクトリ ほかのすべてのディレクトリの元となる最上位ディレクトリ。

ルール 1つ以上のシステム属性をプロファイルに割り当てる一連の値。ルールは、カスタム
JumpStartインストールで使用されます。

ボリュームマネージャー
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連結 RAID-0ボリューム。複数のスライスが連結された方式では、利用可能な最初のスライ
スがいっぱいになるまでそのスライスにデータが書き込まれます。そのスライスが
いっぱいになると次のスライスに連続してデータが書き込まれます。ミラーに含まれて
いる場合を除き、連結にはデータの冗長性はありません。「RAID-0ボリューム」も参
照してください。

ロケール 同一の言語、風俗、慣習、文化などを共有する地理上または政治上の地域圏 (コミュニ
ティー)。たとえば、米国英語のロケールは en_US、英国英語のロケールは en_UKです。

論理デバイス システムで単一のデバイスとして扱われる、1つまたは複数のディスク上にある物理ス
ライスの集まり。論理デバイスは、Solarisボリュームマネージャーではボリュームと呼
ばれます。ボリュームは、アプリケーションやファイルシステムにとって物理ディスク
と同じように機能します。

論理デバイス
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